
は
し
め
1
」

l

瀬
11
人
橋
い
概
要

②
瀬
戸
大
橋
建
設
い
経
緯

③

本

稿

の

日

的

閑
境
影
判
評
価
り

t
施

田
環
境
影
輝
＂
評
価

0
実
施

F
舶

②
環
境
影
偲
n

り
f
測
と
拌
価

③
．
般
的
な
間
題
点
り
指
摘

環
境
俣
令
対
策

巾
『
評
価
程
口
の
犀
載
巾
項

図
環
境
俣
令
基
本
協
定
芹

目

次

,1
外
Im
観
り
破
壊
こ
保
令
対
迅

①

自

然

景

観

り

破

壊

②
自
然
景
観
へ
い
影
喫
尺
望
J

測
ど
汁
価

①
景
観
保
全
対
策
（
以
卜
本
号
）

自
然
環
境
へ
り
影
喝
と
漁
熟
補
償

田
自
然
環
境
へ
の
影
特
の
予
測
と
評
価

切

憔

業

被

古

③

漁

党

補

償

生
活
環
境
い
保
全

巾

騒

音

の

防

止

②

大

気

汚

染

uJ
防
止

③

そ

り

他

む
す
び

五 四

瀬
戸
大
橋
に
関
す
る
環
境
法
上
の
諸
問
題

中 （上）

山

充

9-1-1 （香法'89)



主
要
な
海
上
部
の
橋
は
六
つ
あ
る
。

2
)
。
「
瀬
戸
大
橋
」

は
、
香
川
県
と
岡
山
県
に
は
さ
ま
れ
た
備
讃
瀬
戸
の
海
峡
部
九
•
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
か
か
る
、
長
大
橋
梁
群
の
愛
称
で

あ
る
（
図
l
)
。
こ
れ
ら
の
橋
は
道
路
鉄
道
併
用
橋
で
あ
っ
て
、
一
一
段
か
ら
成
り
、
そ
の

L
段
は
道
路
、

F
段
は
鉄
道
の
用
に
供
さ
れ
る
（
図

．
番
北
は
「
ド
津
井
瀬
戸
大
橋
」
で
あ
り
、
岡
山
県
倉
敷
巾
ド
津
井
の
田
之
浦
か
ら
県
境
の

f
津

井
瀬
戸
を
ま
た
い
で
櫃
石
島
の
北
端
に
至
る
。
そ
の
次
は
「
櫃
石
島
橋
」
で
あ
り
、
櫃
石
島
の
南
端
と
岩
黒
島
と
を
結
ぶ
。
岩
黒
島
か
ら

無
人
の
羽
佐
島
ま
で
は
「
岩
黒
島
橋
」
、
羽
佐
島
か
ら
与
島
の
北
部
ま
で
は
「
与
島
橋
」
が
か
か
る
。
与
島
の
南
部
か
ら
は
、
「
北
備
讃
瀕

戸
大
橋
」
が

1

ヅ^ッ

f
島
を
脚
下
に
し
て
南
に
伸
び
、
「
南
備
讃
瀬
戸
大
橋
」
が
こ
れ
に
連
続
し
て
、
工
業
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
あ
る
番
ノ
州
に

至
る
。
櫃
石
島
か
ら
南
の
部
分
は
、
香
川
県
坂
出
市
に
属
す
る
。

名
称
の
後
半
に
「
瀬
戸
大
橋
」
が
つ
く
二
つ
の
橋
は
、
吊
橋
で
あ
っ
て
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
っ
て
橋
を
保
持
し
て
お
り
、
中
央
支
間
長
（
ニ

つ
の
塔
の
間
の
長
さ
）
が
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
前
後
、
橋
長
（
橋
全
部
の
長
さ
）

櫃
石
島
橋
と
岩
黒
島
橋
は
、
鼓
、
兜
又
は
白
鳥
の
翼
を
連
想
さ
せ
る
斜
張
橋
で
あ
っ
て
、
1

1

つ
と
も
中
央
支
間
長
が
四
―

-
0
メ
ー
ト
ル
、

橋
長
が
七
九

0
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
与
島
橋
は
、
橋
長
八
五

0
メ
ー
ト
ル
の
ト
ラ
ス
橋
で
あ
る

こ
れ
ら
の
鉄
橋
は
、
人
の
住
む
櫃
石
島
、
岩
里
島
及
び
与
島
で
は
、

口
瀬
戸
大
橋
の
供
用
が
、

(
l
)
 

①
瀬
戸
大
橋
の
概
要

は

じ

め

に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
桁
に
よ
る
高
架
橋
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
。

（表
1
、
四
八
頁
の
図
10)
。

一
九
八
八
年
四
月

.
0日
に
開
始
さ
れ
た
。

は
＾
•
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
前
後
も
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

9-1- 2 (香法'89)



図 l 瀬戸大梧

． 
ト

鳥ハ
｀ 

本州
--✓ 

[
/
 

r

/

1ー
p "' 

置山県

下遭"JI声大鳴

'"● 

JI'- I●” 

図2 瀬戸大橋の断面

9
,
 

E
[
 ー＇！ 



喬の路線と名称

.... 

” 

匹 1.000 

1 __  

之鳴11.11.,.1':膚 •11111 鼻-,,,:鳴

IヽII ＂で3

表 1 瀬戸大橋の長さ・高さ等
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ド津井
0.18 4:l 230 + 940 + 230 31 瀬戸大橋
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図3 一般国道30号・本四備讃線路線図
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図5 一般国道30号施設配置図
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動,，中)!ヤ• !'lJ,'J; " '1 , 
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I {プ、ストップ・・・・・・11箇所・-

鉄小
:12.4 岡山県介敷rli茶尻町から 駅・・・・・・・・・6的所 規 格在来線（甲線）
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（上）（中山）

1

一
レ
ー
ト

―
-
）
 
（イ）
こ。t
 （ア）

建
設
・
運
輸
両
大
臣
は
、

津
町
で
J
R
四
国
の
予
讃
本
線
に
連
絡
す
る
。

（
尾
道
・
今
治
ル
ー
ト
）

の
工
事
実
施
計
画
策

こ
れ
ら
の
橋
を
貫
く
道
路
は
、
「
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
」
と
呼
ば
れ
る
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
。
北
は
、
岡
山
県
都
窪
郡
早
島
町

で
1

般
国
道
二
号
及
び
山
陽
自
動
車
道
に
連
絡
し
、
南
は
、
香
川
県
坂
出
市
で
一
般
国
道
一
．
号
及
び
四
国
横
断
自
動
車
道
に
連
絡
す
る
。

鉄
道
は
「
本
四
備
讃
線
」
と
呼
ば
れ
る
。
北
は
、
倉
敷
市
茶
屋
町
で
、

J
R
西
日
本
の
宇
野
線
か
ら
分
岐
し
、
南
は
、
坂
出
市
と
宇
多

瀬
戸
中
央
自
動
車
道
の
延
長
は
．
．
七
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
本
四
備
讃
線
の
延
長
は
．

1

二
•
•
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

瀬
戸
大
橋
の
全
部
を
含
む
倉
敷
市
大
畠
か
ら
坂
出
市
川
崎
町
ま
で
の
一
三
・
―
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
が
、
道
路
と
鉄
道
と
を
上
下
に
分

け
て
併
用
す
る
路
線
で
あ
る

、I
'2
 

9
ー

し

（図
3
¥
5
、
表
2
)
。

瀬
戸
大
橋
建
設
の
経
緯

(
2
)
 

瀬
戸
大
橋
は
、
次
の
よ
う
な
経
緯
で
建
設
さ
れ
た
。

一
九
五
九
年
四
月
に
、
建
設
省
が
本
州
四
国
連
絡
架
橋
に
つ
い
て
調
査
を
開
始
し
た
。
備
讃
瀬
戸
に
お
け
る
連
絡
橋
の
調
査
対
象

に
は
、
児
島
・
坂
出
ル
ー
ト
の
ほ
か
に
、
宇
野
・
高
松
ル
ー
ト
と
日
比
・
高
松
ル
ー
ト
が
含
ま
れ
て
い
た
。
調
査
は
、

日
本
鉄
道
建
設
公
団
及
び
日
本
道
路
公
団
に
よ
っ
て
も
実
施
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
調
査
途
中
の
段
階
で
、
児
島
・
坂
出
ル
ー
ト
に
比
べ
て

他
の
ニ
ル
ー
ト
は
、
明
ら
か
に
工
事
が
困
難
で
、

工
事
費
も
高
く
な
る
と
判
断
さ
れ
、
調
査
対
象
ル
ー
ト
か
ら
除
外
さ
れ
た
。

(
3
)
 

一
九
七

0
年
七
月
一
日
に
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い
う
）
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
調
査
は
公
団
に
引
き
継
が
れ

一
九
七

0
年
ー
ニ
月
一
．．
 
日
付
け
で
本
州
四
国
連
絡
橋
の
調
査
に
関
す
る
基
本
計
画
を
公
団
に
指
示
し
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
公
団
が
作
成
し
た
調
査
に
関
す
る
工
事
実
施
計
画
を
、
翌
年
三
月
二
四
日
に
認
可
し
た
。
公
団
は
、
道
路
鉄
道
併
用
橋

（
神
戸
・
鳴
門
ル
ー
ト
と
児
島
・
坂
出
ル
ー
ト
）
及
び
道
路
単
独
橋
一
ル
ー
ト

（イ）

日
本
国
有
鉄
道
、

9-1-3 （香法'89)
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、~'わる u

が
作
成
し
た

T
事
実
施
計
画
を
、

翌
月
．
六
日
に
認
可
し
た

（図
6
.
7
参
照
）
。

は
本
州
四
国
連
絡
橋
の
工
事
に
関
す
る
基
本
計
画
を
決
定
し
て
、

／
几
じ
一
●
一
年
几
月

二
日
に
公
団
に
指
ぷ
し
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
公
団

定
の
た
め
り
調
査
を
行
な
い
、

調
査
報
告
書
を

1

九
七
＿
一
年

一
月
に
、

建
設
・
連
輸
両
大
臣
に
提
出
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、

四

両
大
臣

9 -1 - 4
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瀬戸大橋に関する環境法 1-.J)諸問題 (IJ (中山）

っ
た
。 こゞ
、

っ
t
ヵ

1

九
七
；
．
年

一
月
^

:o日
に
総
需
要
抑
制
策
の
[
環
と
し
て
政
府
か
ら
な
さ
れ
た
指
ぷ
の
た
め
に
ヽ

五

着
上
を
延
期
す
る
に
至

公
団
は
／
几
ヒ
;
1

年
度
に
、

の
本
［
巾
に
着
じ
す
る
予
定
で
あ

図7 建設計画決定から利用開始まで
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施設和IIll料U)
決定

本四公団［事実施計
画（調酎(})作成

運輸大臣 L!jl:実施計
画（調介） 0)認iiJ

本四公団調脊の実施

本四公1月調介
報告内作成

＇ 捉出

連輸大 l!i
基本司画 (J:*)

(/)決}i

指,i;

本四公団 r.事実施訂
画 u:10u>作成

運輸大臣r事実施計
画 (Iー事） J)認11f

(iJ) 

r,r,: 実施,(十画古
i尺イ、「

~ （第49条）

（第31条）

三
,+ 
，
 

本四公団れ‘

ぷ四公団l・巾しゅ I
I. 

日本 [Ej1J鉄迅
欽直施設利用開始

（常薬開始）

「 1~実施，計画内
送付

条文は本州四国連絡橋公団払のもいてある。
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上
で
、

＾
九
八
八
年
四
月

1
0
日
に
、
道
路
・
鉄
道

一
九
七
五
年
八
月
一
五
日
に
、
経
済
企
画
庁
長
官
、
国
土
庁
長
官
及
び
建
設
大
臣
の
協
議
で
、
「
当
面
一
ル
ー
ト
に
つ
き
、
そ
の
早

期
完
成
を
図
る
」
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
当
面
の
建
設
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。

こ
の
当
面
早
期
完
成
を
図
る
ル
ー
ト
に
内
定
さ
れ
、
早
急
に
環
境
影
脚
評
価
の
作
業
を
進
め
て
、
こ
の
環
境
影
響
評
価
の

結
果
を
ふ
ま
え
て
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
同
年
―
一
月
四
日
の
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
の
策
定
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
た
。

そ
の
間
―
九
七
七
年
七
月
二

0
日
に
、
環
境
庁
は
公
団
に
対
し
て
、
「
児
島
・
坂
出
ル
ー
ト
本
州
四
国
連
絡
橋
事
業
の
実
施
に
係
る
環
境

と
い
う
）

影
脚
評
価
基
本
指
針
」
（
以
下
「
基
本
指
針
」
と
い
う
）
を
示
し
、
同
日
に
運
輸
省
・
建
設
省
は
「
本
州
四
国
連
絡
橋
（
児
島
＼
坂
出
ル
ー

ト
）
に
係
る
環
境
影
脚
評
価
の
技
術
指
針
」
（
以
下
「
技
術
指
針
」

を
示
し
た
。
九
月
ニ
―
日
に
は
、
運
輸
省
・
建
設
省
が
さ
ら

に
係
る
環
境
影
脚
評
価
技
術
指
針
実
施
細
目
」
（
以
下
「
実
施
細
目
」
と
い
う
）

公
団
は
こ
れ
ら
の
指
針
等
に
基
づ
い
て
、
事
業
の
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
予
測
と
評
価
を
行
な
い
、

四
国
連
絡
橋
（
児
島
・
坂
出
ル
ー
ト
）
環
境
影
粋
評
価
書
（
案
）
』
（
以
ド
『
評
価
書
案
』

と
い
う
）

／
几
七
八
年
五
月
四
日
に
『
本
州
四
国
連
絡
橋
（
児
島
・
坂
出
ル
ー
ト
）
環
境
影
牌
評
価
書
』

成
し
、
公
表
し
た
。

を
示

を
公
表
し
、
縦
覧
に
供
し
た
。
そ
の

一
九
七
八
年
六
月
に
は
、
公
団
は
自
然
公
園
法
に
基
づ
く
協
議
書
を
環
境
庁
に
提
出
し
、
九
月
一
．
九
日
に
一
一
項
目
の
事
項
を
遵
守
す

る
こ
と
で
児
島
・
坂
出
ル
ー
ト
建
設
の
同
意
を
得
た
。

4
-

い
て
も
、
関
係
者
の
［
解
を
得
た
。

ま
た
、
橋
の
完
成
が
旅
客
船
事
業
に
及
ぼ
す
影
粋
に
よ
っ
て
生
じ
る
諸
問
題
に
つ

／
九
七
八
年
／

0
月

1
0
日
に
、
公
団
は
起

r式
を
行
な
っ
た
。
九
年
半
の
工
事
の
後
、

（
以
下
『
評
価
書
』

と
い
う
）

を
作

一
一
月
―
九
日
に
『
本
州

し
た
。

に
、
「
本
州
四
国
連
絡
橋
（
児
島
ー
坂
出
ル
ー
ト
）

出
ル
ー
ト
は
、

一
九
七
七
年
四
月
二
六
日
の
閣
議
了
解
で
、
児
島
・
坂

（ウ）

I 

ノ‘

9-1- 6 (香法'89)



瀬戸大橋に関する環境法1ヽ．の諸問題 (u(中山）

第
三
に
、
瀬
戸
大
橋
建
設
に
関
す
る
環
境
法
上
の
諸
問
題
を
考
え
る
上
で
今
後
も
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
資
料
を
ま
と
め

の
た
め
に
役
立
ち
う
る
視
点
を
導
き
出
す
で
あ
ろ
う
。

評
価
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、

一
般
的
に
環
境
影
脚
評
価
制
度
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
か
を
考
え
る
た
め
に
有
益
で
あ
ろ
う
。

第一
1

に
、
住
民
や
漁
民
が
環
境
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
権
利
を
有
し
て
い
る
の
か
を
、
瀬
戸
大
橋
建
設
に
関
し
て
生
じ
た
環
境
保
全
問

題
を
対
象
に
し
て
考
察
す
る
。
こ
の
考
察
は
、
第
一
点
の
環
境
影
脚
評
価
の
評
価
と
結
び
つ
い
て
、
瀬
戸
大
橋
の
鉄
道
騒
音
問
題
の
解
決

つ

（イ）て
し)

な
し)

゜

瀬
戸
大
橋
の
供
用
開
始
後
は
、
鉄
道
騒
音
に
よ
る
住
民
の
被
害
が
大
き
な
問
題
に
な
り
、

本
稿
は
、
第
こ
に
、
瀬
戸
大
橋
建
設
に
関
す
る
環
境
影
糊
評
価
を
、

い
う
）

を
結
ん
だ
。

環
境
に
悪
影
閻
を
及
ぼ
す
こ
と
が
、

こ
の
環
境
影
閻
評
価
は
大
き
な
注
目
を
集
め
、

点
が
、
環
境
影
脚
評
価
実
施
の
背
時
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
、
公
団
は
、
瀬
戸
大
橋
の
建
設
に
甘
た
っ
て
、

た
。
そ
の
際
に
は
、
住
民
の
生
活
環
境
の
保
全
対
策
に
関
す
る
事
項
を
含
む
確
認
書
が
取
り
交
さ
れ
た
。
公
団
は
、
関
係
地
方
公
共
団
体

と
の
間
で
も
「
本
州
四
国
連
絡
橋
（
児
島
・
坂
出
ル
ー
ト
）
に
係
る
環
境
保
全
に
関
す
る
基
本
協
定
」
（
以
下
「
環
境
保
全
基
本
協
定
」
と

(7う

以
卜
の
経
緯
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
環
境
影
牌
評
価
が
瀬
戸
大
橋
の
建
設
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
た
。
瀬
戸
大
橋
の
建
設
が
固
辺
の

本
稿
の
目
的

す
で
に
建
設
叶
画
の
段
陪
で
大
い
に
懸
念
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

全
線
の
供
用
を
開
始
す
る
に
至
っ
た
。

`
,
9
 
3
 

9

_
し

七

い
く
つ
か
り
積
極
的
な
成
史
も
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
。
し
か
し
、
同
時
に
多
く
の
問
題

そ
の
影
粋
を
受
け
る
住
民
や
漁
民
と
交
渉
し
、
彼
ら
の
同
意
を
得
て
建
設
を
進
め

そ
の
実
施
後
―

0
年
以
上
経
過
し
た
現
在
の
時
点
に
立
っ
て

一
九
八
九
年
四
月
現
在
も
な
お
、
解
決
に
至

9-1-7 （香法'89)
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て
お
く
こ
と
も
、
本
稿
の
目
的
の
―

そ
の
た
め
で
あ
る
。

設
に
伴
っ
て
建
設
さ
れ
た
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
と
本
四
備
讃
線
の
他
の
部
分
に
よ
る
も
の
も
あ
る
。

(
l
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

つ
で
あ
る
。
本
文
の
記
述
が
や
や
詳
細
に
わ
た
り
、
ま
た
、
注
に
い
く
つ
か
の
資
料
を
収
め
た
の
は
、

い
く
つ
か
の
資
料
の
収
集
に
背
た
っ
て
は
、
納
田
徹
也
課
長
を
始
め
香
川
県
環
境
保
健
部
公
害
課
及
び
そ
の
他
の
方
々
の
お
世

図
表
（
図
10
を
除
く
）
を
含
め
、
本
州
四

1
内
絡
橋
公
団
J

本
州
四
日
連
絡
稿
公
団
佐
覧
（
／
几
八
八
年
）
「
（
以
ド
j

要
覧
n

と
い
う
）
四
七
、
五
八
＼
ぃ
ハ

0
頁
、
同
が
本
州
四
田
連
絡
橋
児
島
・
坂
出
ル
—
ト
ド
（
ハ
ン
プ
レ
ッ
ト
）
（
．
几
八
八
什
）
；
．
＼
五
、
八
、．． 
、
：
こ
、
／
五
、
．
八
貞
に
よ
る
。

図
を
含
め
、
両
要
覧
＇
し
＼

．．． 
、
＾
•
こ
八
貞
、
~
註
価
茸FSし
ま
え
か
き
、
パ
」
ハ
貞
に
よ
る
。
：
·
ゾ
い
ル
ー
ト
り
比
較
に
つ
い
て
は
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公

団
が
本
州
四
国
連
絡
橋
（
児
島
・
坂
出
ル
ー
ト
）
環
境
影
翌
叶
価
出
資
料
糾
（
昭
和
れ
／
げ
）
（
以
卜
i

註
価
内
資
料
網
し
と
い
う
）
四
＼
七
貞
゜

公
団
は
、
本
州
と
四
国
の
連
絡
橋
に
係
る
釘
料
道
路
と
鉄
道
の
建
設
と
管
即
を
総
合
的
か

□

効
乎
的
に
い
な
う
こ
と
等
に
よ
っ
て
、
本
州
と
四
国
の
間
JJ

交
通
の
I
I
j
滑
化
を
図
り
、
も
っ
て

IIlLuJ
均
衡
あ
る
発
展
と
国
民
経
済
の
発
達
に
行
す
る
こ
と
を

11的
と
す
る
広
人
て
あ
る
（
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
払

／
た
）
。
公
団
か
り
な
う
、
ー
な
業
務
は
、
（
本
州
と
四

l
ん
吐
絡

t
,勺
．
般
川
●
叫

UJilr設
、
改
築
‘
紺
持
、
修
繕
及
ひ
そ
い
他
JJ
管
坪
、
図
本
州
と
四
曰

を
連
絡
す
る
鉄
道
施
設
の
建
設
と
管
坪
‘
間
建
設
し
た
鉄
道
施
設
い
鉄
心
ト
業
者
へ

u
J
h償
利
用
、
中
迅
路
と
鉄
道
施
設
に
係
る
災
古
復
旧
ー
巾
‘
e
,
1

動
車
町
中
場
（
打
料
）
い
建
設
と
管
即
、
⑥
休
憩
浙
、
給
油
所
可
い
建
設
と
5宜
即
、
m
木
州
四
日
叱
絡
橋
り
建
設
に
付
う
〗
般
旅
客
応
期
航
路
巾
業
芹
に

関
す
る
特
別
措
岡
払
に
規
出
｝
る
公
団
い
業
務
、
⑧
川
、
地
力
公
且
団
体
可
い
委
北
口
店
↓
く
、

K
大
橋
の
建
設
及
ひ
長
大
橋
に
関
す
る
調
査
・
測
け
・

設

Ill
．
試
験
・
研
究
て
あ
る
（
本
州
四

1
連
絡
橋
公
団
払
．．
 

几
和
）
。

／
几
し
八
什
几
月
．
九
日
に
、
本
州
四
川
迎
絡
橋
旅
客
船
間
粗
可
対
沿
協
議
公
か
7

本
州
四
川
叱
絡
橋
い
建
設
に
付
う
旅
客
船
間
題
可
に
閃
す
る
対
策
J

店
本
方
針
し
を
決
正
し
た
。
そ
い
後
、
．
几
八
／
T
パ
月
几

11
に
7

本
州
四
日
叱
絡
橋
い
建
設
に
什
ぅ
．
般
旅
客
定
期
航
路
出
業
等
に
関
す
る
特
別
措
閥

話
に
な
っ
た
。

こ
こ
に
改
め
て
謝
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、

上
の
諸
問
題
は
、

そ
れ
ら
に
関
す
る
も
の
を
も
含
む
。

瀬
戸
大
橋
建
設
が
環
境
に
及
ぼ
し
た
又
は
及
ぱ
し
て
い
る
悪
影
響
は
、

し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
扱
う
環
境
法

9-1-

瀬
戸
大
橋
そ
の
も
の
に
よ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、

八

そ

の

建

8 (香法'89)



瀬戸大橋に関する環境法 1-.の諸間匙 (u(中Il I) 

こ
れ
に
定
め
ら
れ
た
留
意
事
項
に
留
意
し
て
、
公
団
が
環
境
影
響
の
予
測
と
評
価
を
行
な
っ
て
、
「
事
業
の
目
的
及
び
内
容
、
環
境
に
及

ぽ
す
影
騨
の
内
容
及
び
程
度
、
環
境
保
全
対
策
、
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
い
評
価
そ
い
他
参
衿
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
」
記
述
す
る
環
境
影

繹
評
価
書
案
を
作
成
す
る
。
そ
の
環
境
影
醐
り
の
予
測
と
評
価
等
の
技
術
の
指
針
を
定
め
る
い
が
「
技
術
指
針
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
現
実
に

実
施
す
る
た
め
の
細
目
を
定
め
る
の
が
「
実
施
細
目
」
で
あ
る
。

い
環
境
影
縛
評
価
の
手
順
は
、
「
基
本
指
針
」
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
、
「
技
術
指
針
」
と
「
実
施
細
目
」
に
よ
っ
て
図
8

の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。

価
の
実
施
等
に
際
し
て
の
留
意
れ
項
」
を
定
め
る
。

九

（ア）
ま
ず
「
基
本
指
針
」
「
技
術
指
針
」
及
び
「
実
施
細
日
」

の
そ
れ
ぞ
れ
が
い
か
な
る
も
り
か
を
簡
単
に
ぷ
し
、

そ
れ
ら
に
定
め
ら
れ
た
環
境

`
_
9
 

ー
ヽ

瀬
J
大
橋
建
設
に
関
す
る
環
境
影
闊
9

評
価
は
、

環
境
影
粋
評
価
の
実
施

f
順

環
境
影
響
評
価
の
実
施

影
牌
評
価
の
実
施
手
順
を
明
ら
か
に
し
た
じ
で
、
実
際
の
実
施
状
況
を
ま
と
め
る
。

「
韮
本
指
針
」
は
、
「
環
境
影
脚
評
価
の
基
本
的
ぢ
え
方
」
、
「
環
境
影
響
許
価
の
手
順
と
内
容
」
、
及
び
「
環
境
影
脚
の
予
測
及
び
評

「
基
本
拓
針
」

□

技
術
指
針
」

及
び

「
実
施
細
日
」

に
従
っ
て
行
な
わ
れ
た
。

そ
こ
で
、

法
」
（
昭
和
五
六
年
法
律
七
二
号
）
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
同
年
一

1

一月／

ii
日
に
「
再
編
成
基
本
方
針
」
（
昭
和
五
六
年
運
輸
省
告
示
五
五

九
号
）
が
策
定
さ
れ
た
。
『
要
覧
』
一
四
三
頁
以
下
参
照
。

9-1-9 （香法'89)
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図8 環境影響評価の実施手順図

（口）

（口）

（イ）

口業計画案の選定

↓ 
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題 (f-:) (中山）

ょ、
9

‘

|

 
し
、
約
ニ
ニ

0
0人
が
こ
れ
に
参
加
し
た

（表
4
)
。
『
評
価
書
案
』
に
つ
い
て
住
民
は
、

こ
れ
ら
の
意
見
を
考
慮
し
て

-
．
一
月
一
九
日
ま
で
の
四
週
間
の
う
ち
に
、
意

'
,
'
 
ウ
9

ー

，

た
。
一
一
月
一
―
-
―
日
か
ら

4
 
3
 
2
 

と
め
て
環
境
影
粋
評
価
書
案
を
作
成
す
る
。

ー

―
九
七
七
年

1

一
月
一
九
日
に
関
係
機
関
へ
送
付
し
、

公
団
は
、
瀬
戸
大
橋
の
建
設
事
業
の
実
施
が
環
境
に
及
ぽ
す
影
閻
に
つ
い
て
自
ら

f
測
と
評
価
を
行
な
い
、

公
団
は
、
岡
山
・
香
川
両
県
知
iji
と
協
議
し
て
、
環
境
影
粋
評
価
書
案
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
、

提
供
し
、
説
明
会
を
開
催
す
る
等
に
よ
り
、
固
知
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
。

公
団
は
、
環
境
影
閻
評
価
書
案
を
両
県
知
事
、
関
係
市
町
村
長
及
び
環
境
庁
長
官
に
送
付
し
、
意
見
を
求
め
る
。
こ
の
場
合
、
公

団
と
両
県
知
事
は
協
議
し
て
、
必
要
に
応
じ
公
聴
会
を
開
催
す
る
等
、
地
域
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

公
団
は
、
こ
れ
ら
の
手
続
に
よ
る
意
見
に
つ
い
て
卜
分
な
若
慮
を
払
っ
て
、
環
境
影
饗
評
価
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
表
す
る
と

と
も
に
、
両
県
知
事
、
関
係
市
町
村
長
及
び
環
境
庁
長
官
に
送
付
す
る
。

こ
れ
に
従
っ
て
、
公
団
は
『
評
価
書
案
』
を
作
成
し
て
、

一
月
ニ
―
日
ま
で
の
三
週
間
、
公
団
は
、
県
、
市
、
町
、
公
団
の
事
務
所
等
―
一
カ
所
で
、
『
評
価
書
案
』
の

縦
覧
を
実
施
し
、
七
六
四
人
が
こ
れ
を
縦
覧
し
た
（
表
3
)
。
ま
た
、
公
団
は
、
沿
線
市
町
ロ
一
会
場
で
『
評
価
書
案
』
の
説
明
会
を
実
施

見
書
を
提
出
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
、
結
局

1

九
二
五
通
（
同
一
文
書
を
一
通
と
し
て
計
算
す
る
と
一
―
二
通
）
が
提
出
さ
れ
た

翌
年
一
月
一
八
日
に
、
公
団
は
こ
れ
ら
の
住
民
意
見
の
大
要
を
発
表
し
た
。
他
方
、
県
知
事
、
市
町
長
及
び
環
境
庁
長
官
か
ら
の
意
見
書

一
月
一
四
日
か
ら
三
月
二
七
日
ま
で
の
間
に
、
公
団
に
提
出
さ
れ
た
（
表
6
)
。
公
団
は
、

1
)
 

(
1
 

一
般
公
表
し
閲
覧
に
供
し
た
。

そ
の
結
果
を
取
り
ま

そ
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
を

（表
5
)
。

『
評
価
書
』

を
作
成
し
て
、

②
環
境
影
饗
の
予
測
と
評
価

瀬
戸
大
橋
建
設
に
関
す
る
環
境
影
饗
評
価
に
お
い
て
、
環
境
影
響
の
予
測
と
評
価
が
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
る
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い

五
月
四
日
に
こ
れ
を
関
係
機
関
へ
送
付
し
、

一
般
に
公
表
し

9-1-11 （香法'89)



表 3 『評価書案』の縦覧場所と人数

岡 山 県 香 JII )>JI_ 

場 所 人数 場 所 人数

岡 山 県 庁 82 香 J II 県 庁 66 

倉 敷 市 役 所 101 坂 出 市 役 所 107 

（倉敷市役所児島支所） 147 飯出市役所与島出張所） 6 
早 島 町 役 場 13 宇 多津町役場 34 
第 遠 設 局 84 
児島工事事務所 51 坂出工事事務所 73 

小 計 478 小 計 286 

ムロ 計 764 

表 4 ii評価書案』の説明会開催の場所と時

岡 山 県 香 JI I 県

場 所 月 日 場 所 月 日

山陽ハイ ツ 11月28日 与 島 小 ,..,. 子 校 11月28日

児島文化センクー 11月30日 岩 黒 小 -子 校 11月29日

’ 12月1日 櫃石漁莱協同組合事務所 11月29日

” 12月2日 西 部 小 ,..,_ 子 校 11月30日
，， 12月5日 宇 多津小 学校 12月1日

山陽文化会館 12月6日 J 11 津 小 ,.,. 子・ 校 12月2日

表 5 住民意見書提出状況 表 6 関係自治体等意見書提出年月日

＼ 通 数 種 類 項境庁 53. 3. z:T. 付

岡山県側 1,880 68 岡 山 県 53. 1. 14. 付

香川県躙 45 44 香 JII 県 53. 1. 23. 付

計 1,925 112 倉敷 市 53. 1. 31. 付

坂 出 市 53. I. 31. 付

早 島 町 53. l. 30. 付

宇多津町 53. 2. 3. 付
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瀬戸大橋に関する環境法卜の諸問題（い（中山）

る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、

境
質
の
変
化
の
程
度
を
勘
案
し
て
」
設
定
す
る
、

環
境
影
響
評
価
の
調
杏
対
象
地
域
に
つ
い
て
は
、
「
基
本
指
針
」

公
団
は
、

に
係
る
環
境
要
素
は
、

「
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
」

は
、
次
い
韮
準
に
よ
っ
て
把
握
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

環
境
影
響
評
価
0
対
象
領
域
は
、
瀬
戸
大
橋
建
設
巾
業
に
よ
る
い
加
則
と
し
て
直
接
的
な
ー
ー
環
境
影
粋
及
び
そ
の
影
粋
範
囲
」
と
し
、

施
設
の
設
置
、
施
設
の
供
用
、
及
び
［
事
に
よ
る
も
い
に
つ
い
て
評
価
す
る
。
こ
の
直
接
的
な
影
閻
と
は
、
瀬
戸
大
橋
建
設
事
笑
そ
の
も

の
の
実
施
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、

そ
り
実
施
に
伴
っ
て
密
接
に
関
連
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、

が
特
定
で
き
る
事
業
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
た
と
え
ば
、

3
 

(
l
 

よ
る
影
脚
も
含
む
。

ア
ク
セ
ス
道
路
に
よ
る
影
粋
を
含
み
、

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
等
の
施
設
の
供
用
に

影
脚
を
受
け
る
「
環
境
要
素
」
は
、
生
活
環
境
に
係
る
も
の
、
自
然
環
境
に
係
る
も
の
、
及
び
自
然
景
観
に
大
別
さ
れ
た
。
生
活
環
境

こ
れ
ら
の
環
境
要
素
の
中
か
ら
、
客
観
的
な
判
断
に
基
づ
い
て
、
調
在
す
べ
き
「
環
境
要
素
の
摘
出
」
を
行
な
い
、

さ
ら
に
、
大
気
質
、
水
質
、
騒
音
、
振
動
、
及
び
地
盤
沈
ド
に
分
類
さ
れ
、
自
然
環
境
に
係
る
環
境
要
素
は
、
地

形
、
地
質
、
植
生
、
及
び
動
物
に
分
類
さ
れ
た
。

れ
に
つ
い
て
「
現
況
調
査
L

を
す
る
。

そ
の
際
、
具
体
的
な
調
査
の
項
目
は
、
事
業
等
の
特
性
及
び
そ
の
段
階
と
地
域
の
環
境
特
性
に
応

じ
て
十
分
検
討
し
、
欠
落
の
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

6
}
 

で
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。
「
交
通
鼠
等
の
活
動
賦
の
規
模
及
び
環

「
特
に
学
校
、
病
院
等
の
公
共
施
設
、
住
宅
又
は
農
林
地
等
へ
の
環
境
影
響
が
問
題
に
な

そ
の
位
置
と
の
関
連
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
す
る
」
。

ま
た
「
景
観
の
観
点
か
ら
は
、
計
画
施
設
が
眺
望
さ

す
ぎ
な
い
。

（ア）

「
事
菜
計
画
案
の
選
定
」

こ
)
)
て
よ
、

l
>
-

し

l
>

「
甘
該
叶
画
案
の
選
定
に
甘
た
っ
て
い
経
緯
及
び
内
容
〇
要
旨
」

た
の
か
を
、

図
8
に
小
さ
れ
た

F
順
に
沿
っ
て
、

も
う
少
し
詳
し
く
明
ら
か
に
す
る
。

そ

か
つ
そ
の
内
容

ぷピ

を
ぷ
す
と
、

さ
れ
た
に
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下
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
る
。

（ウ）
れ
る
範
囲
及
び
事
業
等
の
実
施
に
よ
り
影
饗
を
受
け
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
に
つ
い
て
も
十
分
配
慮
し
て
適
切
に

設
定
す
る
」
。

こ
れ
を
受
け
て
「
実
施
細
目
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。
「
生
活
環
境
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
、
都
市
計
画
法

の
手
続
き
に
よ
り
用
途
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
（
用
途
地
域
外
に
お
い
て
新
市
街
地
、
住
宅
団
地
等
の
開
発
事
業
が
予
定
さ
れ
て

い
る
地
域
を
含
む
）
及
び
既
存
集
落
と
そ
の
周
辺
並
び
に
公
共
用
水
域
」
を
対
象
と
し
、
学
校
等
の
位
置
と
の
関
連
も
検
討
す
る
。
「
自
然

環
境
及
び
自
然
景
観
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
自
然
環
境
保
全
法
及
び
自
然
公
園
法
等
の
法
令
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
域
及
び
既
存
資

料
の
収
集
等
に
よ
り
学
術

L
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
観
点
か
ら
重
要
と
認
め
ら
れ
る
地
域
」
を
対
象
と
す
る
。

環
境
の
現
況
調
査
に
甘
た
っ
て
は
、
現
況
の
評
価
と
事
業
実
施
に
伴
う
影
饗
の
予
測
評
価
を
行
な
う
際
に
必
要
な
範
囲
、
密
度
、
整
合

性
及
び
客
観
性
を
有
す
る
資
料
を
得
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
調
査
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
環
境
要
素
ご
と
に
、
調
査
の
項
目
、

範
囲
、
手
法
が
定
め
ら
れ
た
。

現
況
調
査
を
行
な
っ
た
環
境
要
素
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
摘
出
基
準
に
よ
り
、
そ
の
項
目
に
対
す
る
影
粋
を
重
視
す
る
必
要
が
あ

(20) 

る
か
否
か
を
検
討
し
、
そ
の
結
果
、
影
閻
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
項
目
に
つ
い
て
、
予
測
と
評
価
を
行
な
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
そ
れ
は
以

「
環
境
影
孵
の
予
測
及
び
評
価
に
際
し
て
は
、
環
境
の
現
況
及
び
事
業
の
実
施
に
伴
う
環
境
影
閻
に
つ
い
て
、
地
図
、
図
面
等
を
用
い
、

環
境
質
の
変
化
、
環
境
影
輝
り
の
程
度
に
つ
い
て
の
予
測
及
び
評
価
を
行
う
」
。
「
他
の
主
体
に
よ
る
環
境
保
全
対
策
等
の
効
果
を
見
込
む
場

合
に
は
、
実
施
主
体
及
び
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
」
。
「
代
替
案
の
検
討
を
行
っ
た
場
合
は
、
代
替
案
の
内
容
に
つ
い
て
も
そ
の
要
旨

を
明
ら
か
に
す
る
」
。

「
予
測
及
び
評
価
は
、
客
観
的
な
方
法
が
整
備
さ
れ
て
い
る
項
目
に
つ
い
て
行
い
、
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
類
似
の
事
例
等
に
基

一
四
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（上）（中山）

に）
的
な
評
価
水
準
を
設
定
し
、

一五

づ
い
て
客
観
的
に
記
述
す
る
」
。
「
客
観
的
な
方
法
が
整
備
さ
れ
て
い
る
項
目
の
う
ち
定
量
的
な
予
測
が
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
定
菫

(22) 

そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
定
性
的
な
保
全
目
標
を
設
定
す
る
」
。

そ
の
た
め
に
、
環
境
保
全
目
標
を
「
予
測
及
び
評
価
の
項
目
と
し
て
抽
出
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
既
存
の
知
見
、
専
門
家
の
意
見
等
に

基
づ
い
て
努
め
て
定
斌
的
に
設
定
す
る
」
。
「
環
境
保
全
目
標
」
と
は
、
「
事
業
の
実
施
に
よ
る
環
境
へ
の
影
粋
の
内
容
及
び
程
度
が
、
環
境

保
全
卜
、
支
障
を
も
た
ら
ず
も
の
か
否
か
に
つ
い
て
客
観
的
に
判
断
す
る
た
め
の
指
標
L

で
あ
る
。
環
境
保
全
目
標
は
、
「
技
術
指
針
」
で

具
体
的
に
設
定
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
、
次
の
考
え
に
よ
っ
て
設
定
す
る
。

「
環
境
保
全
目
標
（
自
然
環
境
の
保
全
に
係
る
も
の
を
除
く
）
の
設
定
に
甘
た
っ
て
は
、
岡
山
、
香
川
両
県
が
公
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

き
策
定
し
た
公
害
防
止
計
画
の
目
標
を
努
力
目
標
と
す
る
と
と
も
に
、
既
存
の
幹
線
道
路
、
鉄
道
の
周
辺
に
お
け
る
環
境
質
の
現
況
、
将

来
の
土
地
利
用
計
画
等
の
資
料
、
既
存
の
知
見
及
び
将
来
の
技
術
開
発
と
規
制
動
向
を
考
慮
し
た
改
善
見
込
み
等
に
基
づ
き
適
切
に
設
定

す
る
」
。
「
自
然
環
境
の
保
全
に
係
る
環
境
保
全
目
標
は
現
況
の
解
析
等
に
基
づ
き
、
既
存
の
知
見
、
専
門
家
の
意
見
等
を
参
考
に
適
切
に

(23) 

設
定
す
る
」
。

(24) 

し
た
が
っ
て
、
予
測
を
各
環
境
要
素
ご
と
に
定
め
ら
れ
た

f
測
方
法
に
従
っ
て
行
な
っ
た
上
、
次
の
よ
う
に
評
価
を
行
な
う
。
「
生
活
環

境
に
係
る
環
境
要
素
で
あ
る
大
気
質
、
水
質
、
騒
音
及
び
振
動
に
つ
い
て
は
、
予
測
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
環
境
保
全
目
標
と
照
ら
し
て

評
価
を
行
う
」
。
「
自
然
環
境
及
び
自
然
景
観
に
係
る
環
境
要
素
に
つ
い
て
は
、
客
観
的
な
価
値
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
項
目
に
つ
い
て

定
性
的
な
保
全
目
標
を
設
定
し
て
こ
れ
に
基
づ
い
て
評
価
を
行
」
な
い
、
「
客
観
的
な
保
全
目
標
の
設
定
で
き
な
い
項
目
に
つ
い
て
は
類
似

(25) 

の
事
例
等
に
基
づ
い
て
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
」
。

以
上
の
予
測
結
果
に
基
づ
き
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
な
い
、
評
価
書
案
に
明
示
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

周
辺
の
土
地
利
用
等
に
配
慮
し
、
事
業
等
の
各
段
階
に
対
応
す
る
環
境
保
全
対
策
（
自
然
環
境
の
復
元
、
修
景
緑
化
、
調
和
効
果
等
の
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玉
叶
価
書
』
の
作
成
時
期
は
、

［
事
実
施
前
で
は
あ
っ
た
が
、

そ
の
四
年
も
i

間
に
工
事
実
施
叶
両
が
認
ilJ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、

そ
の

そ
の
結
果
を
計
圃
に
反
映
さ
せ
て
合
雌
的
な
意
思
決
定
を
す
る
こ
と
に
資
す
る
も
の
で
は
な

く
、
「
単
に
事
業
実
施
に
つ
い
て
の
説
得
手
段
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
」
点
で
あ
る
。

（ア）

kh-

弔
一→

に
ヽ

こ
の
環
境
影
閲
叶
価
は
、

間
題
点
が
指
摘
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
い
う
九
、

対
策
を
含
む
）

に
つ
い
て
検
討
を
行
な
い
、

具
体
的
に
明
示
す
る
。
七
地
形
状
改
変
、
水
面
改
変
、
植
生
改
変
、

の
採
取
及
び
掘
削
上
の
処
理
等
工
事
中
に
お
け
る
影
粋
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
環
境
保
全
対
策
の
検
討
を
行
な
う
。

さ
ら
に
、
事
業
等
の
実
施
の
各
段
階
を
通
じ
て
、
環
境
の
状
態
を
追
跡
監
視
し
、
予
測
外
の
環
境
影
響
の
徴
候
及
び
発
現
の
把
握
を
行

な
い
、
そ
れ
ら
の
事
態
が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
環
境
保
全
じ
の
所
要
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
適
切
な
措
置
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
。

L
事
完
［
後
の
各
種
施
設
の
撤
去
壮
両
、
維
持
管
理
叶
両
、
環
境
保
全
叶
両
等
に
つ
い
て
も
明
か
す
る
。

以
卜
の
諸
事
項
に
従
っ
て
、
公
団
は
、
本
文
四
五
―
頁
、
資
料
．
q4:

1
0頁
に
わ
た
る

『
評
価
書
』

虚
評
価
茸
日
安
↑
を
作
成
し
た
。

は
、
公
団
が
可
評
価
書
案
iL

に
つ
い
て
提
出
さ
れ
た
地
域
仕
民
と
関
係
行
政
機
関
の
意
見
を
検
討
し
、

完
、
充
実
を
加
え
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
貞
数
は
四
八
四
に
な
っ
た
0

:
:
"
評
価
書
資
料
編
ド
も
．

1

九^
4

＾
貞
に
ま
て
な
っ
た
。

『
評
価
書
』
は
、
「
第
1
編
（
現
況
及
び
完
成
後
）
」
と
「
第
2
編
（
L
事
中
）
」
（
以
卜
で
四
：
1

.

貞
）
に
、
環
境
影
粋
評
価
0
経
緯
、

価
書
案
』

国
訂
価
書
』

の
、
庄
な
補
完
内
容
を
ま
と
め
た
付
録
か
加
わ
っ
て
い
る
。
第
1
編

贔
m
価
書
安
デ
ヘ
の
地
域
住
民
等
の
意
見
な
ど
で
、

こ
こ
で
は
＾
般
的
な
息
義
を
持
つ
も
の
を
あ
け
て
お
く
。

の
点
で
、

③
[
般
的
な
間
起
点
OJ
指
摘

瀬
戸
大
橋
建
設
に
関
し
て
実
施
さ
れ
た
環
境
影
響
評
価
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な

へ
の
意
見
に
対
す
る
見
解
、

ぃゞ
L

ッJ

の
構
成
は
、
「
技
術
指
針
」
の
定
め
に
ほ
ほ
従
っ
て
お
り
、

{
2
 

若

r相
涅
元
り
あ
る
。

こ
、
こ
、

t
t
 第
1
章
「
事
業
の
概
要
と
意
義
」
の
節
の
数
が
ふ
や
さ
れ
て
い
る
な
ど

及
び
息
見
に
よ
る

（オ）

9
1
9
.
 

「

1
，
 さ

fn

71

評
価
書
案
』
に
補

工
作
物
設
置
及
び
資
料

- . 

I. 

/¥ 
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（上）（中山）

ル
ー
ト
の
細
部
、

一
七

工
法
、
デ
ザ
イ
ン
等
に

作
成
途
中
に
工
事
実
施
の
決
定
す
ら
な
さ
れ
た
。
具
体
的
な
計
画
の
実
施
を
既
定
の
前
提
に
し
て
い
た
た
め
、
「
本
来
的
意
味
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
の
実
施
時
期
と
し
て
は
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
」
こ
と
は
、
公
団
も
自
認
し
て
い
る
。
環
境
影
饗
評
価
は
、

を
実
施
す
る
に
当
っ
て
、
環
境
保
全
に
万
全
を
期
す
る
た
め
の
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
既
定
の
計
画

『
評
価
書
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
過
去
の
計
画
決
定
ま
で
の
過
程
で
検
討
さ
れ
た
事
柄
や
資
料
が
大
部
分
を
占
め
、
代
替
案
も

(32) 

そ
の
過
程
で
検
討
さ
れ
た
も
の
が
殆
ん
ど
で
あ
る
。
海
底
ト
ン
ネ
ル
案
が
そ
い
例
で
あ
り
、
橋
梁
案
に
比
べ
て
、
「
自
然
景
観
の
保
全
及
び

生
活
環
境
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
」
優
れ
て
い
る
が
、
「
技
術
上
、
維
持
管
理
上
極
め
て
多
く
の
問
題
を
有
し
て
お
り
」
、

「
投
資
効
率
あ
る
い
は
利
便
性
か
ら
み
て
も
明
ら
か
に
」
劣
る
た
め
、
橋
梁
案
を
採
用
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

計
画
の
実
施
を
既
定
の
前
提
に
し
て
も
、
事
業
の
完
成
に

-
0年
も
要
す
る
大
事
業
で
は
、

(34) 

つ
い
て
多
数
の
代
替
案
を
示
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
代
替
案
の
検
討
が
詳
し
く
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
橋
梁

(35)

（

36) 

形
式
と
鷲
羽
山
地
区
の
オ
ー
プ
ン
カ
ッ
ト
エ
法
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
『
評
価
書
案
』
に
対
し
て
出
さ
れ
た
意
見
に
従
っ
て
、

(37) 

補
足
さ
れ
た
。

意
見
で
「
環
境
保
全
上
と
く
に
不
利
な
条
件
に
あ
る
地
域
」
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
稗
田
地
区
の
路
線
計
画
に
つ
い
て
は
、
「
今
後
も
現

(38) 

地
の
自
然
条
件
、
技
術
的
要
因
、
環
境
条
件
等
を
総
合
的
に
調
査
検
討
し
、
決
定
す
る
」
と
記
す
に
と
ど
ま
り
、
坂
出
北
、
南
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、
「
今
後
と
も
そ
の
規
模
・
構
造
等
の
細
部
に
つ
い
て
、
周
辺
の
環
境
に
与
え
る
影
響
も
考
慮
し
、
地
域
条
件
と
調

(39) 

整
を
図
り
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
」
と
記
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
、
代
替
案
を
示
し
て
は
い
な
い
。

い
『
評
価
書
』
に
つ
い
て
は
、
次
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。

環
境
庁
の
基
本
指
針
は
評
価
の
範
囲
を
直
接
的
影
脚
に
限
定
し
た
。
専
門
用
語
が
多
く
わ
か
り
に
く
い
。
地
域
生
態
環
境
管
理
計
画
、

土
地
利
用
計
画
も
な
い
と
こ
ろ
で
、
立
地
条
件
調
査
の
み
に
終
っ
て
い
る
。
住
民
の
健
康
調
査
を
や
っ
た
う
え
で
既
汚
染
源
と
の
関
係
を
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(42) 

調
べ
、
健
康
影
繹
評
価
を
す
べ
き
で
あ
る
の
に
や
っ
て
い
な
い
。
今
後
完
成
ま
で
一

0
年
を
要
す
る
の
に
、
見
直
し
、
補
完
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
す
る
意
思
が
全
く
な
い
。
橋
上
を
走
る
発
生
源
の
監
視
だ
け
に
頼
ろ
う
と
し
て
い
る
。

手
続
に
つ
い
て
は
、
「
環
境
影
響
評
価
は
公
正
を
期
す
る
た
め
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
実
施
ま
た
は
審
査
を
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
公
団
は
、

ま
た
、

『
評
価
書
案
』
の
縦
覧
に
つ
い
て
、
期
間
が
短
か
い
、
縦
覧
の
時
間
、
場
所
、
資
料
配
布
等
に
つ
い
て
住
民
の
便
宜
を
考
え
る
べ

(44) 

き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
縦
覧
場
所
に
専
門
家
の
説
明
員
が
お
ら
ず
、
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
な
く
、
勤
務
時
間
内
し
か
縦
覧

で
き
な
い
と
い
う
批
判
も
あ
る
。
公
団
は
、
「
評
価
書
案
の
縦
覧
等
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、
両
県
知
事
と
協
議
の
う
え
地
域
の
状
況
及
び

地
域
住
民
の
利
便
等
を
若
慮
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
」
り
、
「
資
料
配
布
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
に
対
し
て
事
前
に
十
分
に
行
き
わ
た

(46) 

る
よ
う
に
措
置
し
た
」
と
答
え
て
い
る
。
な
お
、
配
布
さ
れ
た
要
約
の
説
明
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
対
し
て
は
、
「
バ
ラ
色
の
面
の
み
が
強
調
さ

と
い
う
批
判
が
あ
る
。

れ
て
い
る
」

説
明
会
に
つ
い
て
も
、
「
開
催
に
当
た
っ
て
は
会
場
、
回
数
等
に
つ
い
て
住
民
の
便
宜
及
び
意
見
の
取
扱
い
に
つ
い
て
配
慮
す
べ
き
で
あ

(

4

8

)

-

4

9

)

 

る
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
ま
た
説
明
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
い
う
批
判
が
あ
る
。

え
地
域
住
民
の
利
便
等
を
考
慮
し
て
説
明
会
々
場
、
開
催
時
間
、
開
催
回
数
等
を
決
定
し
て
実
施
し
」
、
「
説
明
会
に
お
い
て
は
時
間
の
許

す
限
り
最
大
の
努
力
を
し
て
評
価
書
案
の
周
知
に
努
め
、
提
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
は
、
評
価
書
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
た
」

(50) 

答
え
て
い
る
。

「
意
見
書
の
提
出
期
間
が
短
い
。

意
見
を
求
め
、

(43) 

え
た
。

ま
た
、
意
見
書
は
、

あ
ら
か
じ
め
そ
の
取
扱
い
を
明
ら
か
に
し
、
回
答
す
る
こ
と
」
と
い
う
意
見
に
対

こ
れ
ら
の
意
見
に
つ
い
て
十
分
な
考
慮
を
払
っ
て

（ウ）

と

こ
れ
に
対
し
、
公
団
は
、
「
両
県
知
事
と
協
議
の
う

『
評
価
書
案
』
に
対
し
て
、
環
境
庁
長
官
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
長
及
び
地
域
住
民
の

『
評
価
書
』
を
作
成
し
て
い
る
の
で
、
公
正
が
は
か
ら
れ
て
い
る
と
答

/¥ 
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（上）（中山）

ま
た
「
住
民
の
意
見
を
反
映
し
た
地
方
公
共
団
体
の
長
か
ら
の
意
見
書

(52) 

の
送
付
を
受
け
て
お
り
、
地
域
住
民
等
の
意
見
は
十
分
に
汲
み
と
っ
て
い
る
の
で
、
公
聴
会
開
催
の
必
要
は
な
い
」
と
答
え
た
。

(
5
)
そ
の
全
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
児
島
・
坂
出
ル
ー
ト
本
州
四
国
連
結
橋
事
業
の
実
施
に
係
る
環
境
影
響
評
価
基
本
指
針
」
（
昭
和
五
二
年
七
月
環
境
庁
）

〔
l
〕
環
境
影
響
評
価
の
基
本
的
考
え
方

児
島
・
坂
出
ル
ー
ト
の
本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
事
業
（
以
下
「
事
業
」
と
い
う
。
）
を
行
う
に
際
し
て
は
、
計
画
か
ら
建
設
に
至
る
各
段
階
で
、

更
に
は
供
用
後
の
監
視
等
を
含
め
、
環
境
に
及
ぽ
す
影
響
に
つ
い
て
適
切
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
特
に
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
地

方
公
共
団
体
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
、
あ
ら
か
じ
め
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い
う
。
）
が
、
環
境
に
及
ぽ
す
影
響
に
つ
い

て
予
測
及
び
評
価
を
十
分
に
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
て
地
域
住
民
等
の
環
境
保
全
上
の
意
見
を
環
境
保
全
の
た
め
講
ず
べ
き
措
置
に
反
映
さ
せ

る
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。

〔
2
〕
環
境
影
響
評
価
の
手
順
と
内
容

1

公
団
は
、
事
業
の
実
施
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
脚
に
つ
い
て
自
ら
予
測
及
び
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
て
環
境
影
響
評
価
書
案
を
作

成
す
る
も
の
と
す
る
。

環
境
影
響
評
価
書
案
は
、
事
業
の
目
的
及
び
内
容
、
環
境
に
及
ぽ
す
影
響
の
内
容
及
び
程
度
、
環
境
保
全
対
策
、
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
そ

の
他
参
考
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
、
後
記
〔
3
〕
の
諸
事
項
に
留
意
し
て
記
述
す
る
も
の
と
す
る
。

の
意
見
を
受
け
て
お
り
、
地
域
住
民
の
意
見
は
十
分
提
出
さ
れ
」
、

さ
ら
に
、

し
て
、
公
団
は
次
の
見
解
を
述
べ
る
。
「
意
見
書
の
提
出
期
間
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
八
年
以
来
行
っ
て
き
た
地
元
説
明
の
経
緯
を
踏
ま
え

て
両
県
知
事
と
協
議
し
て
決
定
し
た
が
、
評
価
書
案
の
概
要
書
の
配
布
、
説
明
会
の
実
施
等
に
よ
っ
て
固
知
に
十
分
努
め
て
き
た
結
果
、

多
数
の
地
域
住
民
か
ら
意
見
書
の
提
出
が
あ
っ
た
」
。
「
こ
れ
ら
の
意
見
に
つ
い
て
、
十
分
考
慮
を
払
っ
て
評
価
書
を
作
成
し
た
の
で
、
個

な
お
、
今
後
設
計
協
議
等
の
段
階
で
十
分
対
応
し
て
い
き
た
い
」
。

別
に
回
答
を
行
わ
な
い
が
、

「
公
聴
会
を
開
催
す
べ
き
で
あ
る
ー

と
い
う
意
見
に
対
し
て
は
、
公
団
は
、

一
九

「
地
域
住
民
か
ら
多
数
の
意
見
書
及
び
説
明
会
で

9-1-19 （香法'89)



3
 

2
 
公
団
は
、
環
境
影
響
評
価
書
案
を
作
成
し
た
と
き
は
、
岡
山
県
知
事
及
び
香
川
県
知
事
（
以
ド
「
両
県
知
事
」
と
い
う
。
）
と
協
議
し
て
環
境
影

牌
評
価
書
案
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
、
そ
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
を
提
供
し
、
説
明
会
を
開
催
す
る
等
に
よ
り
周
知
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。

公
団
は
、
環
境
影
稗
評
価
書
案
を
両
県
知
事
、
関
係
市
町
村
長
及
び
環
境
庁
長
官
に
送
付
し
、
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
、
公
団
及
び
両
県
知
市
は
協
議
し
て
、
必
要
に
応
じ
公
聴
会
を
開
催
す
る
等
地
域
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。

4

公
団
は
、
上
記
手
続
に
よ
る
意
見
に
つ
い
て
卜
分
な
号
慮
を
払
っ
て
環
境
影
粋
評
価
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
両
県
知
事
、

関
係
市
町
村
長
及
び
環
境
庁
長
官
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

〔

3
〕
環
境
影
脚
の

f
測
及
ひ
評
価
の
実
施
等
に
際
し
て
の
留
意
事
項

環
境
影
繹
の
予
測
及
ひ
註
価
の
実
施
等
に
際
し
て
は
特
に
次
い
事
項
に
柑
意
｝
る
こ
と
。

1

基
本
的
事
項

環
境
影
粋
の
予
測
及
び
註
価
の
実
施
に
際
し
て
は
、
環
境
り
現
況
及
ひ
巾
業
の
実
施
に
伴
う
環
境
影
閻
に
ゾ
い
て
、
地
図
、
図
面
等
を
用
い
、
環

境
質
の
変
化
、
環
境
影
嬰
尺
い
程
度
に

□

い
て
の

f
測
及
ひ
叶
価
を
打
う
こ
と
。
ま
た
他
の
、
11
体
に
よ
る
環
境
保
全
対
策
芹
り
効
果
を
見
込
む
場
合
に

は
、
実
施
ヽ
じ
体
及
び
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
な
お
、
代
替
案
の
検
討
を
竹
っ
た
場
合
は
、
代
替
案
の
内
容
に

□

い
て
も
そ
の
要
旨
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
。

1
1
1

環
境
影
糊
及
ひ
環
境
の
範
囲

環
境
影
繹
及
ひ
環
境
の
範
間
に
つ
い
て
は

ア
事
業
の
実
施
に
よ
る
直
接
的
な
環
境
影
粋
及
ひ
そ
の
影
粋
範
旧

イ
事
業
の
実
施
に
伴
い
密
接
に
関
連
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
明
ら
か
て
あ
り
、
か
つ
そ
の
内
容
か
特
定
て
き
る
事
業
に
よ
る
直
接
的
な
環

境
影
粋
及
び
そ
の
影
糊
範
囲

ウ
ア
及
び
イ
に
い
う
事
業
と
は
、
施
設
の
設
憤
及
ひ
そ
の
［
巾
並
び
に
施
設
い
利
用
を
含
む
。
（
以
ド
「
事
業
等
」
と
い
う
。
）

エ
影
粋
を
受
け
る
地
域
の
設
定
に
％
た
っ
て
は
交
通
情
等
の
活
動
州
い
規
模
及
ひ
環
境
質
の
変
化
の
程
度
を
勘
案
し
て
行
う
も
の
と
す
る

か
、
特
に
学
校
、
病
院
等
の
公
共
施
設
、
仕
宅
又
は
農
林
地
等
へ
の
環
境
影
翌
が
間
題
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
位
置
と
の
関

連
に
つ
い
て
詳
細
に
検
詞
す
る
こ
と
。

―1
0
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Jこ

1
1
3
 

l
1
2
 
ま
た
、
以
観
い
観
点
か
ら
は
、
叶
圃
施
設
が
眺
叩
さ
い
る
範
間
及
び
巾
梵
方
い
吏
施
に
よ
り
影
粋
を
受
け
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
地
域
に

□

い
て
も
1
分
配
慮
し
て
適
切
に
設
定
す
る
こ
と
。

凋
代
い
項
日

貝
体
的
な
凋
介
い
川
日
は
t
業
方
い
砕
〗
刊
及
び
，
て
い
段
附
し
地
域
い
環
境
砕
竹
に
応
し
て
十
分
検
叶
し
、

レー一

欠
洛
り
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ

調
行
い
水
準

調
杏
に
↓
ー
だ
-
て
は
‘
環
塙
い
叶
価
と
影
翡
1
J
l
f測
及
び
叶
価
を
打
う
に
足
＇
？
~
分
な
範
囲
、
密
度
、
整
合
性
及
び
客
観
性
を
有
ず
る
資
料

を
得
る
よ
う
配
慮

t'
る
こ
と
。

l

—

4

環
境
保
令
目
標

環
境
保
令
目
標
は
、

'r測
及
び
叶
価
り
項
日
と
し
て
抽
出
さ
れ
だ
も
0
に
↓
い
て
既
介
い
知
見
、
専
門
家
の
意
見
等
に
基
づ
い
て
努
め
て
定

憤
的
に
設
定
す
る
こ
と
。

1
1
5

環
境
り
監
視

巾
路
等
い
実
施
の
各
段
階
を
通
し
て
環
境
り
状
態
を
|
分
に
追
跡
監
視
し
、

f
測
外
り
環
境
影
醐
1

の
徴
候
及
び
発
現
い
は
据
を
行
い
、
そ
れ

ら
の
事
態
が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
環
境
保
全
じ
0
浙
要
い
措
置
が
溝
じ
ら
れ
る
よ
う
適
切
な
措
置
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
。

2

だ
施
等
に
崎
た
っ
て
の
個
別
留
意
市
項

2
1
1

大
気
質
等
（
騒
音
及
び
伽
動
左
含
む
。
）
い
保
全

f
測
及
び
評
価
に
甘
た
っ
て
は
、
地
形
、
卜
地
利
用
0
形
態
そ
の
他
に
よ
っ
て
局
地
的
な
問
超
を
起
す
お
そ
れ
0
あ
る
場
所
に
つ
い
て
も
十

分
に
検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
。

①

大

気

汚

染

ァ
予
測
及
び
評
価
に
必
要
な
風
向
、
風
速
等
の
気
象
及
び
大
気
質
り
状
況
に
つ
い
て
、
現
況
り
は
握
を

t
分
に
行
う
こ
と
。

f

交
通
情
り

f
測
は
、
原
則
と
し
て
平
均
交
通
リ
巾
及
び
最
大
交
通
凧
を
車
種
別
構
成
、
時
間
幣
別
構
成
を
含
め
て
行
う
こ
と
。

ウ
大
気
汚
染
特
質
の
排
出
憤

o
f測
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
申
速
、
走
行
モ
ー
ド
に
応
し
た
燃
料
消
費
乎
及
ひ
排
出
歓
原
単
位
に
よ
り
、
事
例
等
を

勘
案
し
て
行
う
こ
と
。

拡
散
モ
デ
ル
等
に
よ
る
環
境
濃
度
り
推
叶
に
彗
た
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
線
埋
源
と
す
る
。
な
お
、
こ
の
場
合
道
路
固
辺
の
気
象
特
性
等
を

9 --1 --21 （香法'89)



イ
ァ-
J
 

汚
濁
防
止
対
策
を
た
て
る
こ
と
。

処
分
の
方
法
（
埋
立
、

勘
案
し
、
道
路
周
辺
を
き
め
細
か
く
扱
う
こ
と
。
さ
ら
に
計
算
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
前
提
条
件
を
明
ら
か
に
し
、
不
利
な
気
象
条
件
下
及
び

静
穏
時
に
お
け
る
濃
度
分
布
に
つ
い
て
も
示
す
こ
と
。

オ
環
境
濃
度
の
予
測
結
果
は
、
近
似
す
る
既
存
道
路
に
お
け
る
実
測
値
と
照
合
す
る
等
、
精
度
の
検
討
を
行
う
こ
と
。

力
周
辺
の
既
存
の
移
動
発
生
源
、
固
定
発
生
源
と
の
直
合
及
び
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
濃
度
に
つ
い
て
も
配
慮
す
る
こ
と
。

②

騒

音

ア
道
路
及
び
鉄
道
の
騒
音
の
予
測
に
背
た
っ
て
は
、
周
辺
の
上
地
利
用
に
つ
い
て
も
配
慮
す
る
こ
と
と
し
、
道
路
に
つ
い
て
は
日
本
音
響
学
会

の
式
等
に
よ
り
行
う
こ
と
。
ま
た
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
類
似
し
た
地
質
、
構
造
等
を
有
す
る
既
存
鉄
道
（
在
来
線
規
格
）
の
実
測
デ
ー
タ
を
参

考
と
し
て
行
う
こ
と
。

イ
予
測
結
果
に
基
づ
き
、
騒
音
防
止
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
。

ウ
予
測
結
果
は
、
あ
ら
か
じ
め
近
似
す
る
既
存
の
道
路
、
鉄
道
に
お
け
る
実
測
値
と
照
合
す
る
等
、
精
度
の
検
討
を
行
う
こ
と
。

③

振

動

ア
道
路
及
び
鉄
道
の
振
動
の

f
測
に
つ
い
て
も
同
様
に
配
慮
し
て
行
う
こ
と
。
ま
た
、
予
測
結
果
に
基
つ
き
、
振
動
防
止
対
策
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
こ
と
。

イ
低
周
波
空
気
振
動
に
つ
い
て
も
類
似
し
た
構
造
物
の
調
沓
等
を
参
若
に
検
討
を
行
う
こ
と
。

山
な
お
、
上
事
に
伴
う
影
粋
に
つ
い
て
も
じ
記
に
準
し
て
予
測
及
び
評
価
を
行
う
こ
と
。

2
1
2

水
質
の
保
全

①
予
測
及
び
評
価
に
必
要
な
水
象
、
水
質
、
水
面
利
用
の
状
況
に
つ
い
て
、
現
況
の
は
握
を
卜
分
に
行
う
こ
と
。

ア
当
該
水
域
の
水
質
、
底
質
、
流
況
等
を
は
握
し
、
現
況
を
評
価
す
る
こ
と
。

イ
背
該
水
域
の
漁
業
の
実
態
（
漁
場
、
魚
種
、
藻
場
等
）
に
つ
い
て
も
は
握
し
評
価
す
る
こ
と
。

ゥ
甘
該
水
域
の
亦
潮
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
も
は
握
し
て
お
く
こ
と
。

ゆ
［
事
中
に
あ
っ
て
は
、
特
に
橋
の
基
礎
L
下
に
伴
う
汚
濁
防
止
に
留
意
し
、
次
の
巾
項
に
つ
い
て
過
去
の
事
例
及
び
実
験
結
果
を
参
考
に
し
て

検
討
す
る
こ
と
。

橋
の
基
礎
［
事
に
伴
う
汚
濁
を

f
測
し
、

掘
削

t
（
ズ
リ
、
底
泥
等
）
の
処
理
、

薬
沈
等
）
及
び
そ
の
実
施
に
伴
っ
て
生
じ
る
汚
濁
の
防
止
対
策
を
検
討
す
る
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ユこ ゥ

こ
と
。

上
地
形
状
改
変
、
水
面
改
変
、
植
生
改
変
、

そ
の
他
L
巾
に
伴
い
衿
し
い
負
＂
何
の
発
生
が

f
想
さ
れ
る
場
合
に
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
見
積
る
こ
と
。

t
出
ア
か
ら
ウ
ま
で
に
よ
る
水
質
、
水
牛
生
物
（
底
生
生
物
を
含
む
。
）
及
び
漁
党
へ
い
影
粋
に
つ
い
て

f
測
及
び
評
価
を
行
う
こ
と
。

ォ

t
巾
中
の
汚
濁
状
況
を
監
視
す
る
こ
と
。

③
施
設
の
供
用
後
を
想
定
し
、
次
り

t
瑣
に
つ
い
て
検
詞
す
る
こ
と
。

ア
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ヤ
等
道
路
付
閉
施
設
か
ら
り
汚
濁
負
荷
を
見
積
る
こ
と
c

イ
そ
の
他
著
し
い
負
荷
い
影
饗
が

f
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
見
積
る
こ
と
。

ウ
橋
脚
等
の
設
置
に
伴
う
流
況
の
変
化
を

f
測
す
る
こ
と
。

エ
ト
記
ア
か
ら
ウ
ま
で
に
よ
る
水
質
、
水
生
生
物
（
底
生
牛
物
を
含
む
。
）
と
漁
党
へ
り
影
嬰
り
の

f
測
及
び
評
価
を
行
う
こ
と
。

オ
水
質
汚
濁
等
の
監
視
体
制
を
検
討
し
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

2
1
3

自
然
環
境
の
保
令

（
自
然
環
境
の
現
況
の
は
握
に
甘
た
っ
て
は
、
社
会
的
・
歴
史
的
変
遷
を
ふ
ま
え
る
こ
と
。

心
解
析
に
つ
い
て
は
、
図
表
写
真
等
（
以
ド
「
図
面
等
」
と
い
う
。
）
を
用
い
て
地
図
、
水
圏
、
気
圏
、
生
物
圏
及
び
景
観
等
に
分
け
て
自
然
環

境
の
規
制
の
状
況
、
自
然
環
境
の
利
用
性
、
学
術
上
の
直
要
性
、
各
種
保
全
機
能
等
の
観
点
か
ら
地
域
自
然
環
境
特
性
に
つ
い
て
行
う
こ
と
。

特
に
生
物
圏
、
景
観
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
に
留
意
す
る
こ
と
。

ア
生
物
圏
に
つ
い
て
は
、
生
態
的
特
性
、

‘E
要
な
構
成
要
素
の
分
在
（
貴
重
な
種
、
群
落
、
生
息
地
等
の
分
布
を
含
む
。
）
、
貴
重
性
、
多
様
性
、

相
互
依
存
関
係
、
生
息
環
境
条
件
等
そ
の
特
性
に
つ
い
て
解
析
す
る
こ
と
。

イ
景
観
に
つ
い
て
は
、
風
景
刑
式
、
風
景
構
成
要
素
、
視
野
範
囲
、
観
照
性
等
地
域
の
風
景
特
質
に
つ
い
て
解
析
す
る
こ
と
。

ウ

レ

ク

リ

エ

ー

シ
01

ン
等
に
つ
い
て
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
区
の
分
布
、
利
用
施
設
の
現
況
及
び
利
用
状
況
等
地
域
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
特
性
に
つ
い
て
解
析
す
る
こ
と
。

ま
た
、
名
勝
、
天
然
記
念
物
の
分
布
及
び
特
性
に
つ
い
て
も
図
表
に
よ
り
明
ポ
す
る
こ
と
。

ゆ
事
業
等
の
内
容
に
つ
い
て
は
計
画
の
概
要
、
施
行
計
画
、
及
び
各
作
業
の
環
境
保
全
対
策
等
に
つ
い
て
、
各
段
階
に
対
応
し
て
具
体
的
、
定
量

的
に
図
面
等
を
用
い
て
解
析
す
る
こ
と
。

山
環
境
影
縛
要
因
の
解
析
に
つ
い
て
は
、

工
作
物
の
設
置
、
資
材
の
採
取
及
び
運
搬
集
積
並
び
に
用

三
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の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
事
菜
等
の
実
施
が
利
用
地
区
及
び
利
用
施
設
に
サ
え
る
影
饗
に
↓
い
て
図
面
等
を
用
い
て
解
析
す
る
。

⑧
影
粋
解
析
に
基
づ
き
講
じ
よ
う
と
す
る
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
調
査
研
究
に
珪
づ
い
て
事
業
等
の
各
段
階
に
対
応
す
る
施
行
方
法
等
の
内

容
を
図
面
芥
を
用
い
て
具
体
的
に
明
小
す
る
こ
と
。
ま
た
施
行
時
に
お
け
る
自
然
環
境
保
全
に
係
る
所
要
の
措
置
に

□

い
て
も
具
体
的
に
明
ぷ

t
る
こ
と
。

⑨
じ
地
形
状
改
変
、
柏
↑
改
変

‘
r作
物
の
設
買
芹
に
係
る
自
然
環
境
の
復
尼
、
修
景
緑
化
、
調
和
効
束
写
い
対
策
に
つ
い
て
は
、
調
任
研
究
い

成
果
笠
を
ふ
ま
え
て
溝

r
へ
き
適
切
な

F
広
に
？
い
て
そ
り
内
容
を
極
力
貝
体
的
に
明
小
す
る
こ
と
。

⑩

L
巾
完
［
後
の
各
種
施
設
の
撤
去

11圃
、
維
持
管
坪
叶
圃
笠
に

□

い
て
明
小

t9
る
こ
と
。

(
6
)
「
址
本
指
針
」
〔
2
]
1
L
O

(
7
)
そ
の
全
文
は
、
次
の
と
お
り
て
あ
る
。

「
本
州
四
国
連
絡
橋
（
児
島
＼
坂
出
ル
ー
ト
）
に
係
る
環
境
影
閲
叶
価
の
技
術
指
針
」
（
昭
和
九
．
圧
~
じ
月
運
輸
省
・
建
設
省
）

第

1
部

．

般

的

巾

項

l

環
境
影
翌
叶
価
の
実
施

f
岨

本
指
針
は
、
本
州
四
国
連
絡
橋
巾
梵
に
係
る
生
活
環
境
、
自
然
環
境
、
及
び
白
然
娯
観
の
影
翌
り

f
測
及
ひ
訓
価
に
適
用
す
る
も
の
と
し
、
次
の

よ
う
な

F
順
に
よ
り

t
施

t
る。

巾
業
叶
画
定
い
選
出

環
境
に
影
粋
を
及
ぽ

t
お
そ
れ
い
あ
る
り
朽
と
環
境
佐
素
い
把
肘

口 イ
排
水
等
環
境
に
及
ぽ
す
影
粋
が
著
し
い
と
予
想
さ
れ
る
要
因
に
つ
い
て
、
も
れ
の
な
い
よ
う
は
握
す
る
こ
と
。

⑤
上
地
形
状
改
変
、
水
面
改
変
、
植
生
改
変
及
び
［
作
物
の
設
置
等
に
よ
る
物
理
的
改
変
に
つ
い
て
は
、
自
然
環
境
の
現
況
解
析
の
図
面
等
と
の

対
比
を
若
慮
し
つ
つ
定
量
的
に
影
脚
解
析
を
行
う
こ
と
。

例
え
ば
、
土
地
形
状
改
変
に
つ
い
て
、
掘
削
、
盛
七
、
捨
上
、
埋
立
等
に
関
し
、
斌
、
位
置
、
形
状
、
面
積
、
施
行
方
法
等
に
つ
い
て
平
面
図
、

縦
横
断
面
図
、
表
等
を
用
い
て
解
析
す
る
こ
と
と
し
、
間
接
的
な
影
粋
に
つ
い
て
も
極
力
客
観
的
に
は
握
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

⑥
特
に
景
観
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
影
牌
を
う
け
る
視
野
範
囲
を
明
ら
か
に
し
、
主
要
な
地
点
か
ら
の
変
化
の
程
度
を
図
面
等
を
用
い
て
解
析
記

述
す
る
こ
と
。

t
要
な
地
点
の
選
定
に
甘
た
っ
て
は
、
地
域
の
景
観
の
特
質
、
利
用
性
の
特
質
等
を
勘
案
し
、
も
れ
の
な
い
よ
う
十
分
に
配
慮
す

る
こ
と
。

ニ
四
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瀬戸大橋に関する環境法 Lの諸間粗 (u(中111)

環
境
要
素
い
摘
出

環
境
要
素
の
現
況
調
介

環
境
保
全
日
標
り
検
~
ど
決
，
i
L

f
測
及
び
叶
価
珀

11
い
抽
出

環
境
影
翌
の

f
測
及
び
叶
価

環
境
影
閤
朴
価
紅
臼
い
竹
成

環
境
影
翌
評
価
い
対
依
伯
域

対
象
巾
党
の
実
施
に
よ
り
環
境
に
及
ぽ
す
影
翌
い
う
ち
、
環
境
影
閻
叶
価
い
対
依
と

r
へ
ぎ
領
域
は
、
原
則
と
し
て
直
接
的
な
も
い
と
し
、
次
の

“
項
に
つ
い
て
朴
価

t
る。

①
施
設
の
設
府
に
よ
る
影
糊

切
施
設
の
供
川
に
よ
る
影
粋

③
じ
巾
に
よ
る
影
閻

3

環
境
要
素
の
分
類

①
生
活
環
境
に
係
る
環
境
要
素

生
活
環
境
に
係
る
要
素
は
、
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
。

イ

大

気

質

口

水

四

ハ

騒

音

二

枷

飢

ホ

地

盤

沈

ド

②
自
然
環
境
に
係
る
環
境
要
素

自
然
環
境
に
係
る
環
境
要
素
は
、
次
の
と
お
り
分
類
す
る
。

ィ

地

形

口

地

質

ハ

植

牛

③

自

然

景

観

第

2
部

現

況

調

査

現
況
要
素
の
摘
出

環
境
要
素
の
中
か
ら
、

現
況
調
査
方
法

2
 

ー 2
 チ 卜

,,、
k
 
-' 

Iヽ

二

動
物

本
州
四
国
連
絡
橋
事
党
の
特
質
、

二
五

地
域
等
の
特
性
に
応
じ
て
調
在
す
べ
き
環
境
要
素
を
摘
出
す
る
。
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(3) 

生
活
環
境
に
係
る
環
境
要
素

2
ー

1
1
1

大
気
質

田

調

査

項

目

大
気
汚
染
の
現
状
に
関
す
る
調
査
と
し
て
、
気
象
調
査
及
び
汚
染
調
査
な
ど
を
行
う
。

②

調

査

範

囲

沿
道
の
土
地
利
用
状
況
等
を
勘
案
し
調
査
個
所
を
選
定
す
る
。

③

調

査

方

法

現
状
調
査
は
、
文
献
、
資
料
に
よ
る
調
育
を
主
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
現
地
調
査
を
行
う
。

2
_
1
1
2

水
質

①

調

沓

項

目

水
質
及
び
水
象
の
現
状
に
関
し
て
調
査
す
る
。

②

調

査

範

囲

調
査
の
範
囲
は
、
事
業
を
実
施
す
る
区
域
及
び
事
業
の
実
施
に
よ
り
影
粋
か
予
測
さ
れ
る
周
辺
区
域
と
す
る
。

③

調

脊

方

法

既
存
資
料
を
収
集
し
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て
現
地
調
脊
を
行
い
、
公
共
水
域
の
水
質
の
現
況
を
明
ら
か
に
す
る
。
調
査
地
区
に
係
る
公
共
用
水

域
の
水
質
の
環
境
基
準
、
排
水
規
制
の
状
況
、
公
曹
防
止
計
画
、
流
域
別
ド
水
道
整
備
総
合
叶
画
等
の
水
質
保
全
計
画
を
調
査
す
る
。

2
|
1ー

3

騒
音

①

調

脊

項

目

計
画
路
線
の
沿
線
に
お
け
る
騒
音
の
現
況
を
把
押
す
る
た
め
、
騒
音
レ
ベ
ル
（
中
央
値

LIio‘

九

0
％
レ
ン
シ

L
S
L
九
五
）
を
調
有
す
る
。

こ
の
際
、
必
要
に
応
し
て
次
の
項
日
も
同
時
に
調
行
し
て
お
く
。

①

地

形

条

件

②

氣

象

条

件

③

道

路

交

通

条

件

切

調

牡

範

囲

沿
線
の

t
地
利
用
状
況
等
を
勘
案
し
て
調
仔
個
所
を
選
定
す
る
と
共
に
調
行
時
刻
も
定
め
て
お
く
。

調
脊
方
法

2
1
1
 

二
六
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瀬戸大橋に関する環境法tの諸問題(!-.) (中山）

(2) 

二
七

調
査
地
域
の
既
往
の
実
測
デ
ー
タ
、
文
献
等
を
収
集
す
る
こ
と
に
よ
り
調
粁
す
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
必
要
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、
現
地
に
お
い
て
実
測
を
行
う
。

2
_
1ー

4

振
動

（

調

脊

項

目

計
画
路
線
の
周
辺
に
お
け
る
振
動
レ
ベ
ル
（
鉛
直
振
動
補
lE
加
速
度
レ
ベ
ル

L
.
0、
八

0
％
レ
ン
ジ
上
端
値
）
を
調
査
す
る
。

図

調

肖

個

所

振
動
が
問
題
と
思
わ
れ
る
個
所
に
つ
い
て
凋
粁
す
る
。

③

調

査

方

法

調
査
地
域
の
既
往
の
実
測
デ
ー
タ
、
文
献
等
を
収
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
調
査
す
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
必
要
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
な
い
場
合

に
は
、
現
地
に
お
い
て
実
測
を
行
う
。

2
|
1
1
5

地
盤
沈
ド

①

調

査

項

目

①
軟
弱
地
盤
の
規
模
、
特
性
②
周
辺
の
上
地
利
用
状
況

②

調

査

範

囲

軟
弱
地
盤
上
に
盛
七
構
造
が
予
定
さ
れ
て
い
る
区
間
に
お
い
て
、
地
盤
沈
ド
の
影
脚
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
範
囲
で
調
査
個
所
を
選
定
す
る
。

③

調

育

方

法

計
画
路
線
の
近
傍
の
［
事
デ
ー
タ
、
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
、
占
地
図
等
に
よ
り
資
料
を
収
集
、
整
理
す
る
。
必
要
に
応
じ
て
地
質
概
査
、
ボ
ー
リ

ン
グ
、
上
質
調
査
を
行
う
。

2
|
2

自
然
環
境
に
係
る
環
境
要
素

2
|
2
|
1

地
形
・
地
質

山

調

査

範

囲

調
査
の
範
囲
は
、
事
業
を
実
施
す
る
区
域
及
び
事
業
の
実
施
に
よ
り
影
稗
が
予
測
さ
れ
る
園
辺
区
域
と
す
る
。

調
査
方
法

既
存
資
料
（
国
土
地
理
院
発
行
の
地
形
図
、
土
地
条
件
図
あ
る
い
は
国
土
庁
の
上
地
利
用
計
画
図
、
事
業
計
画
の
た
め
に
作
成
し
た
地
形
図
等
）
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第

3
部

に
よ
り
地
形
、
地
質
の
現
況
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
必
要
に
応
じ
て
現
地
調
査
を
行
う
。
区
域
内
に
含
ま
れ
る
国
立
公
団
、
国
定
公
圏
等
の

指
定
に
係
る
自
然
環
境
と
し
て
貴
重
な
地
形
、
地
質
に
つ
い
て
特
に
十
分
検
討
す
る
。

2
1
2
1
2

植
牛

①

調

査

項

目

調
査
項
目
は
陸
上
植
生
及
び
水
中
植
生
と
す
る
。

②

調

牡

範

囲

調
査
の
範
囲
は
事
業
を
実
施
ず
る
杯
域
及
ひ
事
業
の
実
施
に
よ
り
影
閻
が
予
測
さ
れ
る
固
辺
区
域
と
す
る
。

③

調

査

方

法

既
存
資
料
に
よ
り
現
況
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
必
要
に
応
し
て
現
地
調
査
を
す
る
。

2
1
2
1
3

動
物

m
調
査
項
目

調
脊
項
目
は
昆
虫
類
、
凡
類
、
魚
類
、
甲
殻
類
、
貝
類
及
ひ
哺
孔
類
と
ず
る
。

切

調

在

範

囲

調
行
の
範
間
は

t
業
を
実
施
ず
る
区
域
及
ひ

t
業
の
実
施
に
よ
り
影
嬰
9

か

f
測
さ
れ
る
周
辺
区
域
と
す
る
。

ゆ

調

行

力

法

既
仔
資
料
に
よ
り
現
況
を
叫
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
必
要
に
応
し
て
現
地
調
行
を
す
る
。

2
1
3

自
然
景
観

調
任
項
目

調
在
項
日
と
し
て
琺
観
を
目
然
景
観
、
人
文
景
観
、
自
然
・
人
文
娯
観
に
分
類
し
て
調
行
す
る
。

調
育
範
旧

調
行
の
範
間
は
巾
堂
を
実
施

t
る
区
域
及
ひ
巾
業
い
実
施
に
上
り
影
粋
か

f
測
さ
れ
る
周
辺
に
域
と
す
る
。

調
行
方
仏

関
係
払
令
い
指
定
に
よ
る
褐
れ
た
景
観
い

h
無
を
調
介
す
る
。

f
測
及
び
註
価

(3) (2) (1) 

ニ
八
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（上）（中山）

4
|
l
 

4
 

予
測
、
評
価
項
目
の
摘
出

調
査
項
目
の
中
か
ら
現
況
調
脊
い
結
果
に
基
づ
い
て
、

予
測
及
び
評
価
の
考
え
方

予
測
及
び
評
価
は
、
客
観
的
な
方
払
が
整
備
さ
れ
て
い
る
項
目
に
つ
い
て
竹
い
、
そ
UJ
他
の
瑣
日
に
つ
い
て
は
、
類
似
の
事
例
等
に
基
づ
い
て
客

観
的
に
記
述
す
る
。
な
お
、
客
観
的
な
方
法
が
瞥
備
さ
れ
て
い
る
瑣
日
い
う
ち
定
州
的
な

f
測
が
で
ぎ
る
も
い
に
つ
い
て
は
、
定
量
的
な
評
価
水
準

を
設
定
し
、
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
定
性
的
な
保
全
日
慄
を
没
定
す
る
。

3

予
測
方
法

3
1
1

生
活
環
境
に
係
る
環
境
要
素

3
|
l
_
1

大
気
質

自
動
車
排
出
ガ
ス
の
拡
散
は
、
拡
散
式
を
用
い
た

f
測
方
法
に
よ
り
推
定
す
る
。

3
1
1

—

2

水
質

水
質
の
汚
濁
物
質
の
拡
散
は
、
拡
散
式
を
用
い
た
予
測
方
法
に
よ
り
推
定
す
る
。

3
|
l

—

3

騒
音

自
動
車
交
通
騒
音
の
中
央
値
の
予
測
は
音
響
学
会
式
に
よ
る
。
鉄
道
騒
音
の
予
測
は
計
数
路
線
と
類
似
し
た
地
質
、
構
造
等
を
有
す
る
既
設
鉄
道

（
在
来
線
規
格
）
の
実
測
デ
ー
タ
を
参
考
と
す
る
。

3
|
l
1
4

振
動

振
動
の
予
測
は
、
地
形
、
地
質
、
構
造
物
等
の
条
件
の
類
似
し
た
既
在
の
実
測
デ
ー
タ
を
参
号
と
す
る
。

3
1
1
1
5

地
盤
沈
下

圧
密
沈
下
計
算
書
に
よ
り
地
盤
沈

F
の
予
測
を
行
う
。

3
1
2

自
然
環
境
及
び
自
然
景
観
に
係
る
環
境
要
素

自
然
環
境
に
係
る
環
境
要
素
に
つ
い
て
は
、
物
理
的
な
組
織
の
有
無
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
類
似
の
事
例
等
を
参
考
に
し
て
予
測
す
る
も
の

と
す
る
。

2
 

ー

環
境
保
全
目
標
の
設
定

環
境
保
全
目
標
の
概
念

f
測
及
び
評
価
を
行
う
へ
き
項
日
を
摘
出
す
る
。

二
九

9-1-29 （香法'89)



4
|
3
 

4
ー

2
ー

2

環
境
保
全
目
標
と
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
の
内
容
及
び
程
度
が
、
環
境
保
全
上
、
支
障
を
も
た
ら
す
も
の
か
否
か
に
つ
い
て
客

観
的
に
判
断
す
る
た
め
の
指
標
で
あ
り
、
既
存
の
知
見
、
専
門
家
の
意
見
等
に
基
づ
い
て
努
め
て
定
量
的
に
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

4
1
2

生
活
環
境
に
係
る
環
境
保
全
目
標
の
設
定

4
ー

2
ー

1

大
気
質

早
急
に
検
討
を
加
え
定
め
る
も
の
と
す
る
。

水
質

（
在
来
線
規
格
）

の
振
動
レ
ベ
ル
以
下
と
す
る
。

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
等
の
施
設
か
ら
の
排
水
に
係
る
保
全
目
標
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

◇
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
11
日
間
平
均

1
1
0
p
p
M
 

◇

浮

遊

物

質

鼠
11
日

間

平

均

五

0
p
p
M

4
1
2
1
3

騒
音

自
動
車
交
通
に
伴
う
騒
音
の
環
境
保
全
目
標
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

◇

A
地
域
11
昼
間
六

0
ホ
ン
、
朝
・
タ
五
五
ホ
ン
、
夜
間
五

0
ホ
ン

◇

B
地
域
11
昼
間
六
五
ホ
ン
、
朝
・
タ
六
五
ホ
ン
、
夜
間
六

0
ホ
ン

八
注

V

A

主
と
し
て
住
居
の
用
に
供
さ
れ
る
地
域

B

相
等
数
の
住
居
と
併
せ
て
商
業
、
工
業
等
の
用
に
供
さ
れ
る
地
域

住
居
等
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
建
物
で
、
防
音
の
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
前
記
の
保
全
目
標
が
達
成
さ
れ
た
場
合
と
同
等

の
屋
内
環
境
を
保
持
し
得
る
値
を
も
っ
て
保
全
目
標
と
す
る
。
鉄
道
の
運
行
に
伴
う
騒
音
の
保
全
目
標
は
、
近
傍
に
お
け
る
既
設
鉄
道
（
在
来
線
規

格
）
の
騒
音
レ
ベ
ル
以
下
と
す
る
。

4
ー

2
ー

4

振
動

自
動
車
交
通
に
伴
う
振
動
の
環
境
保
全
目
標
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

◇

A
地
域
11
昼
間
六
五
デ
シ
ベ
ル
、
夜
間
六

0
テ
シ
ヘ
ル

◇

B
地
域
11
昼
間
七

0
デ
シ
ベ
ル
、
夜
間
六
五
デ
シ
ベ
ル

鉄
道
の
運
行
に
伴
う
振
動
の
保
全
目
標
は
、
近
傍
に
お
け
る
既
設
鉄
道

自
然
環
境

三
〇
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（上）（中山）

当
該
環
境
要
素
を

A
、
全
国
的
価
値
に
相
甘
す
る
も
の
。

B
、
地
方
的
又
は
都
道
府
県
的
価
値
に
相
甘
ず
る
も
の
。

C
、
市
町
村
的
価
値
に
相
酋

す
る
も
の
ー
の
▲
；
叫
段
階
に
区
分
し
、
各
区
分
ご
と
に
次
り
よ
う
な
保
全
［
標
を
定
め
、
こ
れ
を
お
お
む
ね
達
成
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

◇

A
区
分
11
甘
該
環
境
要
素
を
保
全
す
る
。

0
"
B
区
分
11
甘
該
環
境
要
素
い
相
打
程
度
ん
ー
保
全
ー
る
。

◇

C
区
分
11
自
然
環
境
要
素
へ
の
影
牌
を
flJ
能
な
限
り
最
小
化
す
る
。

第

4
部

環

境

影

饗

評

価

書

I

環
境
影
稗
評
価
書
目
次
（
案
）

第

1
章
事
業
の
概
要
と
意
義

第

1
節
地
域
の
概
要
と
事
業
の
必
要
性

1

関
係
地
域
の
概
要

2

事
業
の
必
要
性

第
2
節

事

業

の

概

要

1

一
般
国
道
30
号
、
本
四
備
讃
線
、
一
般
国
道
30
号
及
び
本
四
備
讃
線
共
用
部
の
概
要

2

計
画
の
経
緯

第

3
節

事

業

の

効

用

第

2
章
環
境
に
及
ぽ
す
影
稗

第

1
節

環

境

要

素

の

摘

出

第

2
節

環

境

の

現

況

ー
自
然
環
境
の
現
況

2

生
活
環
境
の
現
況

第

3
節
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
予
測
と
評
価

自
然
環
境

ー

自
然
環
境
及
び
自
然
景
観
に
係
る
環
境
要
素
の
う
ち
客
観
的
な
価
値
が
明
ら
か
な
も
の
に
つ
い
て
改
定
さ
れ
る
保
全
目
標
は
次
の
と
お
り
と
す

る。
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(
8
)
 

(
9
)
 

(10) 

(11) 

(12) 

(13) 

(14) 

(15) 

(16) 

(17) 

(18) 

自
然
景
観

生
活
環
境

環
境
保
全
対
策
の
検
討

学
術
的
保
護
対
象
の
保
全
叶
画

景
観
保
全
計
画

生
活
環
境
保
全
計
画

こ
の
中
の
環
境
保
全
計
両

環
境
影
脚
評
価
書
の
概
要

必
要
に
応
じ
、
環
境
影
翡
11

評
価
茸
戸
い
概
要
を
記
載
し
た
資
料
を
作
成
す
る
も
0
と
す
る
。

「
実
施
細
目
」
は
、
「
技
術
指
針
」
と
同
し
く
四
部
か
ら
成
り
、
第
：
こ
部
ま
て
は
内
容
も
「
技
術
指
針
」
の
内
容
に
対
応
し
て
い
る
。
第
二
部
は
、
環
境
影

粋
評
価
の
実
施
手
順
、
調
杏
対
象
等
の

1

般
的
事
項
を
定
め
る
。
第
．．
 

部
は
、
現
況
調
行
に
関
し
、
環
境
要
素
の
摘
出
、
調
行
の
方
針
、
及
び
各
環
境
要

素
ご
と
の
凋
音
方
法
を
定
め
る
。
第
．．． 

部
は
、
予
測
と
評
価
に
つ
い
て
、

f
測
・
評
価
項
目
の
摘
出
、

f
測
及
ひ
評
価
の
若
え
方
、
各
環
境
要
素
ご
と
の

予
測
方
法
、
及
び
環
境
保
令
目
標
の
設
定
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
。
第
四
部
は
、
環
境
保
全
対
策
と
環
境
の
監
視
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
。

「
基
本
指
針

L
:ご°

「
技
術
指
針
」
第

1
部
ー
、
「
実
施
細
日
」
第

1
部
ー
。

図
表
を
含
め
、
『
評
価
甚
』
四
．
．
．
五
頁
、
｀
要
覧
〗
・
一

．．
 

八
＼
：
．
．
九
頁
に
よ
る
。

「
実
施
細
目
」
第

1
部
ー
。

「
基
本
指
針
」
〔

3
〕

l
l
l
ア
＼
ウ
、
「
技
術
指
針
」
第

1
部

2
、
「
実
施
細
日
L

第

1
部

2

5
。

「
技
術
指
針
」
第

1
部

3
。
な
お
、
「
基
本
指
針
」
〔

3
〕

2
は
、
大
気
質
等
（
騒
音
及
び
枷
動
を
含
む
）
、

を
含
め
て
お
ら
す
、
自
然
景
観
は
自
然
環
境
に
含
め
て
い
る
。

「
基
本
指
針
」
〔

3
〕

l
1
2
、
「
技
術
指
針
」
第

2
部

1
、
「
実
施
細
日
」
第

2
部
ー
。

「
基
本
指
針
」
〔

3
〕

l
1
1
工。

ぶ
実
施
細
目
」
第

1
部

2
田。

「
実
施
細
目
」
第

2
部

2
、
「
址
本
指
針
」
〔
3
〕

1
ー

3
0

II 

4
 
3
 
2
 
ー

第

3
章 3
 
2
 

日
1

し、

.1 

水
質
、

三

及
ひ
自
然
環
境
に
分
類
し
、

「
f
測
評
価
を
行
な
う
際
に
必
要
な
範
団
」
に
相
甘
す
る
部
分
は
、

地
盤
沈
下

後
者
で
は
「
予
測

9 -1 - 32 (香法'89)



瀬戸大橋に関する環境法卜.の諸問題 (u(中山）

第

2
部

3
0

図
向
平
J
し

と
表
小
さ
れ
る
部
分
に
相
中
ー

t
る
部
分
は
、

~ 

五
実
施
細

及
び
評
価
を
行
う
に
足
る
|
分
な
範
圃
L

と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

(19)
「
基
本
方
針
」
〔

3
〕

2
、
「
技
術
指
針
」
第

2
部

2
、
「
実
施
細

111

(20)
「
技
術
指
針
し
第

3
部
ー
、
「
実
施
細
日
1

第

3
部
ー
。

(21)
「
基
本
指
針
，

J

[
 

3
]
ー
、
「
実
施
細
日
」
第

1
部
ー
、

3
e
1
珪
本
拓
針
L

て
叫
他
図
、

t
」
て
は

7

地
図
、
図
面
及
び
必
要
に
応
し
て

Tt貝
笠
」
と
表
小
さ
れ
て
い
る
。

(22)
「
技
術
指
針
第

3
部

2
0

(23)
「
基
本
指
針
」
；
J
〕

l
|
4
、
「
技
術
指
針

L
第

3
部
4
、
「

t
施
細

l
L
第

3
部
4
0

(24)
「
基
本
指
針
し
〔

3
]
2
、
「
技
術
指
針
L

第

3
部

3
、

1実
施
細

111
第

3
部

3
0

(25)
「
実
施
細
目
1

第

3
部

2
0

(26)
「
基
本
指
針
」

[
3
]
1
|
5
、
玉
入
施
細
目
」
第

4
部。

(27)
｀
評
価
書
』
は
し
が
き
。

(28)
「
技
術
指
針
」
第

4
部
。

(29)
五
町
価
書
』
い
「
第

1
糾
（
現
状
及
び
完
成
後
）
」
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
第

1
章

事

業

の

概

要

と

意

義

1
節

地

域

の

概

要

(
1
自
然
現

況

2
社
会
現
況
）

2
節

地

域

の

概

況

(
1
岡
山
県
側
地
域
及
び
香
川
県
側
地
域

2
島
し
ょ
部
地
域
）

3
節
交
通
・
輸
送
の
概
況

(
1
本
州
・

四
国
の
陸

t
交
通
・
輸
送

2
本
州
・
四
国
間
の
海
卜
交
通
・
輸
送

3
本
州
・
四
国
の
航
空

4
岡
山
県
側
地
域
及
び
香
川
県
側
地
域
の
交
通
・
輸
送
）

4
節

事

業

の

必

要

性

と

効

果

(
l
交
通
・
輸
送
の
改
僻

2
産
業
経
済
の
発
展

3
生
活
利
便
の
増
大
と
生
活
圏
の
拡
大

4
海
上
交
通
の
円
滑
と
安

全
）
5

節
事
業
の
概
要
（

l
.

般
国
道
→
二•
O号
、
本
四
備
讃
線
及
び
道
路
鉄
道
共
用
部
の
叶
画
概
要

2

計
画
の
経
緯
）
第
2

章
環
境
に
及
ぼ
す

影
稗

1
節

環

境

要

素

の

摘

出

2
節

環

境

の

現

況

（

ー

自

然

環

境

の

現

況

ー

地

形

・

地

質

心

水

象

③

気

象

①

生

物

⑤

自

然

景

観

⑥

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

m学
術
的
保
護
対
象
の
現
況

2
生

活

環

境

の

現

況

山

大

気

質

②

水

質

③

騒

音

④

振

動

⑤

地

盤

沈

ド

⑥

関

連

道

路）

3
節
環
境
に
及
ほ
す
影
饗
い
予
測
と
評
価

(
l
自

然

環

境

由

影

粋

要

仄

②

環

境

保

全

目

標

③

影

饗

予

測

及

ひ

評

価

2
自

然

景

観

|

自
然
景
観
②
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

3
生

活

環

境

山

大

気

質

②

水

質

③

騒

音

①

振

動

⑤

低

固

波

空

気

振

動

⑥

地

盤

沈

下

⑦

関

連

道

路

へ

の

影

饗

⑧

海

中

橋

脚

の

設

置

）

第

3
章

環

境

保

全

対

策

の

検

討

(
1
学
術
的
保
護
対
象
の
保
令
壮
画

2
景
観
保
全
計
画
①
保
全
地
域
と

保

全

水

準

②

修

景

の

方

針

閻

橋

梁

景

観

対

策

3
生

活

環

境

保

全

計

画

田

総

合

的

施

策

の

推

進

②

大

気

質

③

水

質

④

騒

音

⑤

振

動

⑥
低
周
波
空
気
振
動

m地
盤
沈
下
⑧
関
連
道
路
関
係

4
環
境
管
理
計
画
）
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(30) 

(31) 

(32) 

(33) 

(34) 

(35) 
6
)
 

(
3
 

(37) 

(38) 
9
)
 

(
3
 

9 へ

41 40 
ヽヽ

(42) 

(43) 

(44) 

道
路
単
独
部

1
節

工

事

概

要

第

4
章
道
路
鉄
道
共
用
部

工
事
中
の
環
境
管
理
計
画

ま
た
、
「
第
2
編
（
工
事
中
）
」
の
章
節
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
第

1
章

概

要

第

2
章

境

に

及

ぽ

す

影

響

第

3
章

鉄

道

単

独

部

l
節

工

事

概

要

2
節
環
境
に
及
ぽ
す
影
饗

概
要

2
節

施

工

計

画

3
節

環

境

に

及

ぼ

す

影

轡

第

5
章

密

接

関

連

事

業

第

6
章

山
村
恒
年
『
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
』
（
昭
和
五
五
年
）
五
八
＼
五
九
頁
。

『
評
価
書
』
四
三
七
頁
（
意
見
②
に
対
す
る
見
解
）
。

山
村
・
前
掲
五
九
頁
。

『
評
価
書
』
七
六
頁
、
四
四
四
頁
（
意
見
⑳
に
対
す
る
見
解
）
。
な
お
、
『
評
価
書
』
七
六
頁
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
案
に
よ
っ
て
も
、
抗
口
と
換
気
立
抗
（
特

に
島
し
ょ
部
に
集
中
す
る
）
固
辺
へ
騒
音
・
大
気
汚
染
が
集
中
し
、
そ
の
換
気
施
設
に
よ
る
自
然
景
観
の
改
変
が
島
し
ょ
部
で
起
こ
り
、
大
植
の
残
士
処

理
に
よ
る
環
境
問
題
も
誘
発
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
、
さ
れ
て
い
る
。

山
村
・
前
掲
゜

こ
・
―
ニ
一
．
三
頁
。

『
評
価
書
』
一

『
評
価
書
』
七

0
頁
、
『
評
価
書
資
料
編
』
．
四
＼
一
ニ
ー
頁
。

『
評
価
書
』
四
五

0
、
四
五
一
頁
（
意
見
⑪
⑮
⑰
に
対
す
る
各
見
解
）
及
び
四
八
ご
頁
。

『
評
価
書
』
六
八
頁
、
四
四
一
三
貝
（
意
見
⑳
に
対
す
る
見
解
）
及
び
四
八
二
頁
。

『
評
価
書
』
六
八
頁
、
四
四
三
四
四
六
頁
（
意
見
⑫
⑳
⑳
）
に
対
す
る
各
見
解
）
及
び
四
八
二
頁
。
な
お
、
早
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、
「
位

置
の
変
更
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
環
境
対
策
に
十
分
な
配
慮
を
行
い
た
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
『
評
価
書
』
四
四
五
頁
（
意
見
⑳
に
対
す
る
見
解
）
）
。

山
村
・
前
掲
五
九
I

六

0
頁。

『
評
価
書
』
四
四

0
頁
（
意
見
⑩
に
対
す
る
見
解
）
で
、
公
団
は
「
そ
の
正
確
を
期
す
る
た
め
、
あ
る
程
度
の
専
門
用
語
や
数
字
を
用
い
た
表
現
と
せ
ざ

る
を
得
な
い
が
、
で
き
る
か
ぎ
り
わ
か
り
や
す
く
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
。

「
住
民
の
健
康
調
査
は
環
境
行
政
の
一
環
と
し
て
関
係
行
政
機
関
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
公
団
と
し
て
は
個
別
に
地
域
住
民
の
健
康
調
査
等
を

行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
環
境
保
全
目
標
の
達
成
に
努
力
す
る
こ
と
に
よ
り

1

般
に
沿
線
の
地
域
住
民
の
健
康
を
含
め
た
生
活
環
境
の
保

全
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
」
（
『
評
価
書
し
四
四
．
頁
（
意
見
⑮
に
対
す
る
見
解
）
）
。

『
評
価
書
』
四
三
八
貞
（
意
見
⑤
に
対
す
る
見
解
）
。

『
評
価
書
』
四
七
八
頁
（
意
見
⑭
）
。

三
四

2
節

環

1
節

工

事
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（上）（中止）

(45)
山
村
・
前
掲
五
九
I

六

0
頁。

(46)
『
評
価
書
』
四
七
八
頁
（
意
見
⑲
に
対
す
る
見
解
）
。

(47)
山
村
・
前
掲
六

0
頁。

(48)
『
評
価
書
』
四
七
八
頁
（
意
見
⑮
）
。

(49)
山
村
・
前
掲
゜

(50)
『
評
価
書
』
四
七
八
貞
（
意
見
⑤
に
対
す
る
見
解
）
。

(51)

五
5

価
書
』
四
七
八
頁
（
意
見
⑱
、
及
び
そ
れ
に
対
す
る
見
解
）
c

(52)
『
評
価
書
』
四
七
八
頁
（
意
見
R
、
及
び
そ
れ
に
対
す
る
見
解
）
。

瀬
戸
大
橋
建
設
の
環
境
影
響
評
価
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
施
手
順
を
以
上
で
明
ら
か
に
し
た
。
『
評
価
書
』
に
記
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
た

環
境
影
響
の
予
測
と
評
価
も
、
そ
の
一
般
的
事
項
は
以
上
に
お
い
て
示
し
た
。
主
要
な
環
境
要
素
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
環
境
影
響
の
予

測
と
評
価
は
、
三
＼
五
で
明
ら
か
に
す
る
。

こ
の
章
で
は
、

環
境
保
全
対
策

『
評
価
書
』
の
記
載
事
項
の
う
ち
で
、
環
境
保
全
対
策
に
関
す
る
一
般
的
事
項
を
紹
介
し
、

取
り
交
し
た
確
認
書
な
ど
が
、

な
環
境
保
全
対
策
は
、
具
体
的
な
環
境
影
響
の
予
測
と
評
価
と
と
も
に
、
三
＼
五
で
明
ら
か
に
す
る
。

三
五

さ
ら
に
、
環
境
保
全
対
策
に

つ
き
一
般
的
な
意
義
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
公
団
が
関
係
地
方
公
共
団
体
と
の
間
で
締
結
し
た
環
境
保
全
基
本
協
定
や
住
民
と
の
間
で

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
主
要
な
環
境
要
素
に
つ
い
て
の
具
体
的
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保
全
水
準

1
¥
3
い
三
種
類
の
保
全
地
域
に
類
別
し
た
。

面
の
緑
化
・
安
定
・
ラ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
及
び
遮
音
峨
に
関
す
る
「
修
景
の
方
針
」
、
及
び
「
橋
梁
景
観
対
策
」
と
し
て
の
橋
梁
の
細
部
構
造
・

色
彩
・
修
景
・
照
明
の
検
討
か
ら
成
る
。

そ
の
う
ち
保
全
地
域
と
保
全
水
準
は
、
計
画
路
線
沿
道
の
自
然
景
観
を
的
確
に
把
握
・
評
価
し
、

そ
の
特
性
・
質
に
応
じ
た
設
計
・
施
［
を
行
な
う
た
め
に
、
次
の
よ
う
に
し
て
設
定
さ
れ
た
。

沿
道
の
自
然
性
、
周
辺
い
自
然
景
観
及
び
外
部
か
ら
の
llJ
視
性
を
総
合
的
に
評
価
し
、

「
沿
道
の
自
然
性
」
は
、
現
況
の
七
地
利
用
を
も
と
に
、
植
生
の
質
、
人
為
の
加
わ
り
方
、
法
規
制
の
有
無
等
を
指
標
に
し
て
計
画
地
域

:
円
を
急
パ

0
0
m
メ
ッ
シ
ュ
に
分
割
し
メ
ッ
シ
ュ
ア
ナ
リ
シ
ス
を
打
っ
て
把
握
し
、
地
域
特
性
を
衿
慮
し
て
、

A
¥
G
に
分
類
し
た
。
「
周

辺
の
自
然
景
観
」
に
つ
い
て
は
、
本
計
画
の
場
合
、
自
然
公
閑
仏
に
よ
る
指
定
地
域
あ
る
い
は
、
名
勝
・
景
観
地
が
、
E
要
な
対
象
と
な
る
。

「
外
部
か
ら
の
可
視
性
」
は
、
道
路
及
び
鉄
道
施
設
が
周
辺
の
自
然
景
観
と
調
和
し
、

感
を
与
え
な
い
老
慮
が
望
ま
し
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
特
に
、
じ
要
な
展
望
地
、
航
路
等
か
ら
よ
く
見
渡
せ
る
法
面
及
び
構
造
物
に
つ
い
て

重
要
で
あ
る
。
個
別
に
透
視
図
等
を
作
成
し
、
構
造
、
テ
キ
ス
チ
ャ
ー
、
及
び
緑
化
の
質
・
量
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

「
保
全
水
準
l
」
の
保
全
地
域
は
、
「
自
然
性
に
富
む
地
域
で
、

現
況
の
自
然
性
分
類
で
は
、

A

「
自
然
環
境
の
保
全
に
関
連
す
る
強
い
規
制
が
あ
り
、
自
然
の
保
全
が
良
好
に
行
な
わ
れ
て
い
る
森
林
地

（イ）
す
る
。

瀬
戸
大
橋
の
完
成
に
よ
る
環
境
影
螂
9

に
関
す
る
環
境
保
全
対
策
を
、
『
評
価
書
』
は
、
学
術
保
護
対
象
の
保
全
計
画
、
景
観
保
全
計

画
、
生
活
環
境
保
全
計
両
、
及
び
環
境
管
理
計
両
に
分
け
て
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
後
の
一
こ
つ
の
計
画
の
概
要
を
こ
こ
で
紹
介

（ア） (1) 

景
観
保
全
計
画
は
、
道
路
・
鉄
道
の
路
線
設
叶

L
の
基
本
的
姿
勢
と
い
う
意
味
を
持
つ

『
評
価
書
』

の
記
載
事
項

「
保
全
地
域
と
保
全
水
準
」

そ
の
特
性
・
質
に
対
応
し
て
路
線

Rt画
地
域
を

か
つ
周
辺
の
自
然
景
観
の
も
っ
て
い
る
景
観
に
違
和

か
つ
、
景
観
も
す
ぐ
れ
て
い
る
地
域
」

三
六

の
設
定
、
法

で
あ
る
と
い
う
特
性
を
持
つ
。
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題 (/-J (中山）

強
く
な
い
森
林
地
域
、

ま
た
、
国
立
公
園
の
特
別
地
域
・
第
．
種
地
域
及
び
第
．．
 

種
地
域
を
対
象
と
す
る
。

め、

t
留
卜
な
ど
い
構
築
物
に
つ
い
て
は
、

物
を
導
入
し
自
然
的
植
生
へ
の
移
行
を
促
進
す
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。

域
」
で
あ
る
。

そ
の
対
象
は

C
.
D
地
域
、
国
立
公
園
の
第
；
一
種
地
域
及
び
普
通
地
域
で
あ
る
。

C
地
域
は
、
「
人
間
居
住
地
域
に
近
い
等

の
た
め
に
里
山
的
な
森
林
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
．
般
的
な
森
林
、
人

I
林
な
ど
の
森
林
経
営
も
行
わ
れ
て
い
る
森
林
が
含
ま
れ
て
」

り
、
「
一
部
に
は
小
人
数
（
低
密
度
）
定
住
人
口
を
持
つ
集
落
が
存
在
す
る
地
区
」
で
あ
る
。

「
保
全
水
準
3
」

の
中
で
、
農
村
的
集
落
が
介
在
し
、

の
保
全
地
域
は
、

の
り
面
の
構
築
材
料
は
、

直し

三
七

で
き
る
だ
け
人
工
的
な
感
じ
の
少

A
に
比
べ
れ
ば
自
然
性
は
劣
る
。
し
か
し
、
人
間
の
日
常
生
活
活
動
の
影
閻
は
ま
だ
少
な
い
地
域
」
を
対
象
と
し
、

な
る
べ
く
石
材
を
採
用
し
、

い
わ
ば
郷
上
景
観
的
色
彩
の
強
い
地
域
、

わ
ち
「
切
七
、
盛

t
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
の
り
面
は
、

に
木
と
草
の
混
播
に
よ
り
早
期
に
緑
化
が
図
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。
ま
た
、

お

D
地
域
は
、
「
一
般
的
な
里
山
の
森
林
地
域

ま
た
、
果
樹
菌
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
地
域
で
一
部
に

現
状
変
更
に
対
す
る
規
制
が
加
え
ら
れ
て
い
る
地
域
が
含
ま
れ
」
、
「
自
然
的
な
郷
土
景
観
を
造
成
し
て
い
る
点
」
に
特
徴
が
あ
る
。

保
全
水
準
2
の
保
全
地
域
に
は
、
「
保
全
水
準
ー
に
準
じ
る
緑
化
、
ラ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
、
E
体
と
し
た
設
計
上
の
配
慮
を
行
う
」
。
す
な

な
る
べ
く
ラ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
在
出
地
盤
と
の
連
続
性
を
高
め
る
と
同
時

の
保
全
地
域
は
、
「
農
耕
地
、
集
落
、
市
街
地
及
び
工
業
地
域
」

な
い
擬
石
ブ
ロ
ッ
ク
等
を
使
用
し
、
モ
ル
タ
ル
吹
付
け
は
で
き
る
だ
け
使
用
し
な
い
」
。
「
中
央
分
離
帯
及
び
路
傍
は
造
園
的
植
栽
を
行
う
」
。二g
)

で
あ
り
、
保
全
水
準
l
.
2
以
外
の
す
べ
て
の
地
域

「
保
全
水
準
2
」

「
人
為
の
手
は
加
え
ら
れ
て
い
る
が
あ
る
程
度
白
然
性
が
詞
復
し
、

独
特
の
郷
上
景
観
を
望
す
る
地

与
え
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、

植
生

K
や
植
樹

t
に
よ
り
緑
化
を
行
っ
て
積
極
的
に
自
然
の
阿
復
に
努
め
る
。

こ
の
時
で
き
る
だ
け
郷
七
植

モ
ル
タ
ル
吹
付
官
は
汀
わ
な
い
。

ま
た

L
巾
に
よ
っ
て
損
傷
を

こ
の
地
域
に
は
「
自
然
景
観
保
全
卜
、

特
に
設
計
じ
い
配
慮
を
行
う
」
。

域
、
人
為
的
な
影
閻
が
最
も
弱
い
地
域
」
、

す
な
わ
九
‘

切

t
、

盛
上
に
よ
る
地
形
変
吏
を
最
小
限
に
と
ど

及
び

B
「
自
然
0
保
護
に
作
用
す
る
規
制
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
規
制
内
容
は
さ
ほ
ど

，
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じ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
「
建
設
時
、
供
用
後
を
通
じ
て
必
要
な
事
項
の
追
跡
調
在
、
当
初
予
測
の
検
証
、
及
び
そ
れ
ら
の
フ
ィ
ー

ド
・
バ
ッ
ク
等
を
行
い
必
要
な
場
合
は
適
正
な
対
策
を
講
じ
、

た
め
」
の
計
画
で
あ
る
。

「
公
団
事
業
に
よ
っ
て
必
要
と
な
る
環
境
管
理
は
、
公
団
が
関
係
機
関
と
協
議
の
上
、
責
任
を
も
っ
て
実
施
す
る
」
も
の
で
あ
る
。
「
当

に）

む
し
ろ
「
生
活
環
境
保
全
上
の
配
慮
を
行
う
」
。

を
対
象
と
す
る
。
こ
の
地
域
に
は
、
景
観
保
全
上
よ
り
は
、

り
生
活
環
境
保
全
計
画
は
、
「
総
合
的
施
策
の
推
進
」
、
大
気
質
・
騒
音
な
ど
の
個
別
の
環
境
要
素
に
係
る
保
全
計
画
、
及
び
関
連
道
(56) 

路
の
整
備
計
画
か
ら
成
る
。
そ
の
う
ち
、
生
活
環
境
保
全
の
た
め
の
総
合
的
施
策
の
推
進
は
、
次
の
よ
う
な
考
え
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。

自
動
車
と
鉄
道
に
よ
る
交
通
公
害
は
、

ま
ず
自
動
車
と
鉄
道
車
両
の
構
造
改
善
に
よ
っ
て
防
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在

の
科
学
技
術
水
準
で
は
そ
れ
ら
の
改
善
に
は
な
お
不
十
分
な
面
も
あ
る
か
ら
、
「
環
境
保
全
の
た
め
に
は
、
路
線
計
画
、
路
線
構
造
上
の
配

慮
、
適
切
な
交
通
管
理
、
交
通
取
締
り
の
強
化
、
都
市
再
開
発
の
推
進
、
沿
道
土
地
利
用
の
適
正
化
等
の
各
種
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
」
。
「
総
合
的
施
策
の
推
進
の
た
め
に
は
、
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
て
各
種
施
策
の
実
施
に
つ
い
て
お
の
お
の
権
限

そ
の
う
ち
、
道
路
に
隣
接
す
る
地
域
の
環
境
を
保
全
す
る
た
め
の
道
路
構
造
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
「
道
路
環
境
保
全
の
た
め
の
道
路
用

地
の
取
得
及
び
管
理
に
関
す
る
基
準
」
（
昭
和
四
九
年
四
月

1
0日
建
設
省
都
市
局
長
、
道
路
局
長
通
達
）
に
よ
っ
て
、
良
好
な
生
活
環
境

を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
地
域
に
お
い
て
、
車
道
の
外
側
に
二

0
m
又
は
一

1
0
m
の
土
地
を
道
路
用
地
と
し
て
取
得
し
、
環
境
施
設
帯
を

設
け
る
。
環
境
施
設
帯
に
は
、
原
則
と
し
て
植
樹
帯
、
遮
音
壁
等
を
設
置
し
、
必
要
に
応
じ
、
歩
道
、
自
転
車
道
、
通
過
交
通
の
用
に
供

し
な
い
道
路
等
の
施
設
を
設
け
、
沿
道
の
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
」
。

環
境
管
理
計
画
は
、
環
境
影
脚
評
価
の
時
点
で
は
予
測
不
可
能
又
は
困
難
な
環
境
影
開
が
あ
り
、
予
測
し
え
な
か
っ
た
影
響
が
生

ま
た
日
常
の
保
守
、
点
検
等
に
よ
り
施
設
の
良
好
な
維
持
を
図
る
な
ど
の

を
有
す
る
地
方
公
共
団
体
等
と
の
間
で
協
力
や
調
整
を
図
る
予
定
で
あ
る
」
。

三
八
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（上）（中山）

面
は
工
事
中
の
計
画
を
作
成
」
し
、
「
完
成
後
の
計
画
は
、
今
後
、
環
境
を
と
り
ま
く
諸
条
件
の
変
化
を
考
慮
し
な
が
ら
、
順
次
、
作
成
し

て
い
く
」
。
そ
の
際
に
は
、
地
域
の
要
望
を
汲
み
上
げ
、
他
の
機
関
が
行
な
う
地
域
環
境
管
理
と
の
連
繋
・
整
合
を
は
か
る
た
め
、
関
係
行

政
機
関
等
と
十
分
な
連
絡
調
整
を
行
な
う
。
「
新
た
な
知
見
が
確
立
さ
れ
た
場
合
は
、
当
該
項
目
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
対
策

に
お
い
て
も
新
た
な
技
術
開
発
の
成
果
を
と
り
入
れ
る
な
ど
、
良
好
な
環
境
の
保
全
に
努
め
る
」
。

内
容
は
、
第
↓
に
、
「
環
境
監
視
」
で
あ
り
、
自
然
環
境
、
大
気
質
、
水
質
、
騒
音
・
振
動
に
つ
い
て
、
「
予
測
事
項
の
検
証
、
予
測
し

え
な
か
っ
た
事
項
の
監
視
等
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
適
正
な
対
策
を
立
案
す
る
た
め
、
事
業
実
施
に
と
も
な
う
環
境
変
化
等
を
追
跡
把

握
す
る
た
め
測
定
等
を
行
う
」
。
第
二
に
、
交
通
の
安
全
か
つ
円
滑
な
運
行
を
確
保
し
、
か
つ
路
線
周
辺
の
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
、
「
常

時
巡
回
に
よ
る
施
設
の
点
検
、
監
視
と
と
も
に
異
常
事
態
を
処
理
し
、
異
常
発
生
時
に
は
速
や
か
に
対
応
で
き
る
体
制
」
を
確
立
し
、
「
交

通
施
設
の
保
守
点
検
補
修
等
の
維
持
作
業
」
を
行
な
う
。
第
三
に
、
同
じ
目
的
で
、
「
事
故
の
発
生
や
交
通
の
停
滞
等
に
よ
る
異
常
状
態
の

発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
交
通
管
理
業
務
を
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
行
う
」
。

2
 

け
公
団
が
な
す
べ
き
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
次
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
「
評
価
書
の
予
測
、
評
価
に
基
づ
く
各
種
環
境
保

全
対
策
の
適
切
な
実
施
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
現
時
点
で
は
予
測
し
得
な
い
事
項
及
び
予
想
外
の
問
題
点
に
適
切
に
対
処
し
、
供
用
時

(58) 

の
環
境
基
準
を
守
る
た
め
、
着
工
に
あ
た
り
関
係
自
治
体
と
環
境
保
全
に
関
す
る
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
」
。

公
団
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
た
。
「
建
設
工
事
期
間
中
及
び
供
用
開
始
後
の
環
境
保
全
に
つ
い
て
は
、
環
境
管
理
計
画
を
た
て
そ
の
対
策

等
を
十
分
配
慮
す
る
考
え
で
あ
る
。
現
時
点
で
予
測
し
得
な
い
環
境
上
の
問
題
が
生
じ
た
場
合
等
に
対
処
す
る
た
め
環
境
保
全
に
関
す
る

協
定
を
締
結
す
る
こ
と
と
し
た
い
」
。
そ
し
て
、
実
際
に
、
起
工
式
直
前
の
一
九
七
八
年
九
月
三

0
日
に
、
岡
山
県
、
倉
敷
市
、
早
島
町
、

香
川
県
、
坂
出
市
及
び
宇
多
津
町
と
の
間
で
、
環
境
保
全
基
本
協
定
を
締
結
し
た
。

環
境
保
全
基
本
協
定
等

ヽ
~

a
 

（
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確
認
書
は
、

公
団
は
、
環
境
保
全
基
本
協
定
に
基
づ
い
て
、

（イ）

(a) 

る。

環
境
保
全
基
本
協
定
は
、
瀬
戸
大
橋
の
建
設
と
管
理
に
あ
た
っ
て
、
固
辺
地
域
の
生
活
環
境
と
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
を

(60) 

目
的
と
し
て
、
次
の
諸
点
を
定
め
る
。

関
係
地
方
公
共
団
体
と
公
団
は
、
相
互
に
協
力
し
て
環
境
保
全
に
努
め
る
。
公
団
は
、
『
評
価
書
』
と
今
後
行
な
う
調
査
研
究
の
結
果
等

を
踏
ま
え
て
適
正
な
環
境
管
理
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
保
全
目
標
（
環
境
基
準
の
定
め
ら
れ
て
い
る
項
目
に
つ
い
て
は
環
境
韮

準
）
の
維
持
達
成
に
努
め
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
実
施
す
る
環
境
保
全
対
策
と
連
繋
し
、
環
境
保
全
に
万
全
を
期
す
る
。

公
団
は
、
『
評
価
書
』
に
定
め
る
環
境
管
理
計
両
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
関
係
地
方
公
共
団
体
に
協
議
す
る
。
公
団
は
、

ま
た
環
境
保
全
の
た
め
新
技
術
の
研
究
開
発
と
そ
の
導
入
に
努
め
、

『
評
価
書
』
に
基
づ
く
環
境
保
全
対
策
を
講
じ
て
も
予
測
し
得
な
い
事
項
と
予
想
外
の
問
題
等
の
た
め
環
境
保
全
目
標
を
維
持
達
成
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
公
団
は
関
係
地
方
公
共
団
体
と
協
議
の
う
え
、
環
境
保
全
対
策
改
善
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

公
団
は
、
施

L
企
業
に
対
し
て
環
境
保
全
に
つ
い
て
積
極
的
に
指
導
監
督
を
行
な
い
、

等
が
生
じ
た
場
合
は
、
誠
意
を
も
っ
て
そ
の
処
理
に
酋
た
る
。
必
要
に
応
じ
、
関
係
地
方
公
共
団
体
も
そ
の
処
理
に
つ
い
て
調
整
に
崎
た

保
全
・
公
害
対
策
に
つ
い
て
、

調
査
の

t
地
元
と
協
議
し
て
、
必
要
な
施
設
を
整
備
し
又
は
損
害
を
賠
償
す
る
。

こ
れ
以
外
に
も
多
数
の
多
岐
に
わ
た
る
内
容
を
持
tJ‘

特
に
与
島
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
騒
音
に
つ
い
て
環
境
保
全
日
標
達
成
の
た
め
の
対
策
を
講
ず
る
こ
と
も
、
明
小
さ
れ
た
。

b
 

(b) 

そ
の
成
果
を
関
係
地
方
公
共
団
体
に
連
絡
の
う
え
実
施
す
る
。

1L
事
の
実
施
に
関
連
し
て
苦
情
も
し
く
は
紛
争

公
団
は
、
路
線
固
辺
地
域
で
あ
る
櫃
石
島
、
岩
黒
島
、
及
び
り
島
の
仕
民
と
の
間
で
取
り
交
し
た
確
認
書
の
中
で
も
、
環
境

お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ル
ー
ト
固
辺
の
自
然
•
生
活
環
境
の
保
全
に
万
全
を
期
す
。
被
害
が
発
生
し
た
場
合
、

ま
た
、
各
島
ご
と
に
異
な
る
点
が
あ
る
。

そ
の
法
的
性
質
が

四
〇
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瀬戸大橋に関する環境法 J-.U)諸間題 (u(中山）

（ウ） 瀬
戸
大
橋
を
建
設
す
る
た
め
に
は
、

策
室
を
作
り
、
住
民
の
動
向
に
対
応
し
た
の
で
あ
っ
た
。

他
月
、

お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

四

．
九
八

0
年一●

1

月
か
ら
一
九

．
つ
の
間
趙
に
な
り
う
る
が
、
そ
れ
を
若
え
る

t
で
、
確
認
鳥
が
作
成
さ
れ
る
に
令
っ
た
経
緯
を
知
っ
て

そ
こ
で
、
次
に
、
そ
の
経
緯
を
ご
く
簡
単
に
明
ら
か
に
す
る
。

瀬
戸
大
橋
建
設
予
定
ル
ー
ト
付
近
い
地
域
い
住
民
の
多
く
は
、
瀬
戸
大
橋
建
設
い
悪
影
粋
と
地
域
い
将
来
を
衿
え
て
、
甘
初
は
建
設
に

反
対
で
あ
っ
た
。
櫃
石
島
、
岩
里
島
、
及
び
ヶ
島
い
島
民
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
り
島
々
が
属
す
る
香
川
県
と
坂
出
市
は
、

ト
に
委
託
し
て
作
成
し
、

他
い
地
方
公
共
団
体
と
と
も
に
、

働
き
か
け
、
橋
の
供
用
が
地
．
IC
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
に
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
来
た
。

従
来
か
ら
瀬
戸
大
橋
の
建
設
を
日
に
怖
く

そ
の
た
め
、
公
団
へ
の
協
力
を
惜
し
ま
ず
、

島
民
な
ど
住
民
、
漁
業
関
係
者
、
海
運
関
係
者
と
公
団
と
の
間
い
ハ
イ
プ
役
を
務
め
だ
。
県
は
企
画
部
に
、
市
は
総
務
部
に
瀬
戸
大
橋
対

ル
ー
ト
上
の
上
地
の
権
利
者
を
中
心
に
、
島
民
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
同
意
を
得
る
た
め
に
、
香
川
県
と
坂
出
市
は
、
住
民
の
要
惰
や
夢
を
人
れ
た
開
発
計
圃
又
は
地
域
政
策
の
報
告
書
を
コ
ン
サ
ル
タ
ン

又
は
対
応
策
を
ま
と
め
た
。

さ
ら
に
、
香
川
県
と
坂
出
市
の
仲
介
に
よ
っ
て
、
公
団
は
各
島
の
自
治
会
又
は
対
策
協
議
会
と
い
間
で
、

そ
こ
で
、

八
五
'
[
月
ま
で
の
間
に
相
次
い
で
確
認
書
を
取
り
交
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
公
団
は
瀬
戸
大
橋
建
設
に
つ
い
て
、
島
民
の
同
意
を
得

た
の
で
あ
っ
た
。

公
団
と
島
民
と
の
間
に
確
認
書
が
取
り
交
さ
れ
始
め
た
一
九
八

0
年
；
ご
月
に
、
「
本
州
四
国
連
絡
橋
自
然
環
境
保
全
基
金
」
が
設
立

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
瀬
戸
大
橋
に
よ
る
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
の
環
境
保
全
を
図
る
た
め
に
、
建
設
省
、
運
輸
省
、
環
境
庁
、
香
川
県
及
び

岡
山
県
が
出
資
し
た
財
団
法
人
で
あ
り
、
自
然
環
境
保
全
の
た
め
に
必
要
な
上
地
買
上
げ
、
緑
化
修
景
、
芙
化
清
掃
の
事
業
に
対
す
る
助

成
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。
本
部
は
東
京
都
に
あ
り
、
岡
山
市
と
坂
出
市
に
支
部
が
置
か
れ
て
い
る
。

い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
が
、

，
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(53) 

(54) 

(55) 
『
評
価
書
』
一
一
八
二
＼
―
―

1
0九
頁
。

「
評
価
書
』
二
八
―
―
-
＼
二
九
九
頁
。
特
に
「
保
全
地
域
と
保
全
水
準
」
に
つ
い
て
は
、
二
八
三
＼
二
八
四
頁
。

現
況
の
自
然
性
分
類
で
は
、

E
¥
G
地
域
が
こ
れ
に
当
た
る
。

E
地
域
は
、
「
森
林
或
い
は
農
耕
地
な
ど
土
地
利
用
が
複
雑
な
地
域
で
、
集
落
が
存
在
す

る
場
合
が
多
い
。

D
と
共
に
瀬
戸
内
海
の
島
々
に
最
も
多
く
見
ら
れ
る
景
観
」
を
持
ち
「
自
然
性
は
あ
ま
り
高
く
な
い
」
。

F
地
域
は
、
「
人
間
の
日
常
生

活
活
動
の
影
響
が
強
く
働
き
、
土
地
利
用
形
態
が
複
雑
に
な
り
、
一
般
的
に
は
集
落
が
景
観
上
も
支
配
的
に
な
り
、
環
境
の
自
然
性
も
一
段
と
低
く
な
っ

て
い
る
。
し
だ
い
に
宅
地
開
発
も
進
み
、
ス
プ
ロ
ー
ル
化
の
現
象
が
見
ら
れ
る
地
区
も
多
い
」
。

G
地
域
は
、
「
市
街
地
又
は
工
業
用
地
な
ど
も
っ
ぱ
ら
高

密
度
な
人
工
的
な
土
地
利
用
が
進
ん
で
、
極
め
て
都
市
的
に
な
り
、
自
然
性
は
ご
く
低
く
な
っ
て
い
る
地
域
、
自
然
地
域
と
の
対
比
で
み
れ
ば
都
市
計
画

サ
イ
ド
緑
地
造
成
な
ど
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
地
域
で
あ
る
。
人
口
密
度
も
調
査
対
象
地
域
の
中
で
最
も
高
い
地
区
は
こ
の
分
頷
の
中
に
含
ま
れ
て
い

「
総
合
的
施
策
の
推
進
」

に
つ
い
て
は
、

二
九
九
頁
。

る」

(56)
『
評
価
書
』
二
九
九
＼
三

0
六
頁
。
特
に

(57)
『
評
価
書
』
一
―

1
0
六
＼
三

0
九
頁
。

(58)(59)
『
評
価
書
』
四
七
五
頁
（
意
見
⑯
及
び
そ
れ
に
対
す
る
見
解
）
。

(60)
次
に
そ
の
全
文
を
掲
げ
る

岡
山
県
、
倉
敷
市
、
早
島
町
並
び
に
香
川
県
、
坂
出
市
、
宇
多
津
町
（
以
下
「
甲
」
と
い
う
。
）
と
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
（
以
下
「
乙
」
と
い
う
。
）

と
は
、
本
州
四
国
連
絡
橋
（
児
島
・
坂
出
ル
ー
ト
）
の
建
設
及
び
管
理
に
あ
た
り
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
及
び
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
次
の
と
お
り
協
定
す
る
。

（
総
則
）

第

1
条

甲
及
び
乙
は
、
相
互
に
協
力
し
て
環
境
保
全
に
努
め
る
も
の
と
し
、
乙
は
、
環
境
影
饗
評
価
書
及
び
今
後
行
う
調
査
研
究
の
結
果
等
を
踏
ま
え

て
適
正
な
環
境
管
理
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
保
全
目
標
（
環
境
基
準
の
定
め
ら
れ
て
い
る
項
目
に
つ
い
て
は
環
境
基
準
と
す
る
。
以
ド

同
じ
。
）
の
維
持
達
成
に
努
め
、
甲
の
実
施
す
る
環
境
保
全
対
策
と
連
撃
し
、
環
境
保
全
に
万
全
を
期
す
る
も
の
と
す
る
。

（
環
境
管
理
計
画
）

第

2
条
乙
は
、
環
境
影
牌
評
価
書
に
定
め
る
環
境
管
理
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
甲
に
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

（
新
技
術
の
開
発
導
入
）

第

3
条
乙
は
、
環
境
保
全
の
た
め
新
技
術
の
研
究
開
発
及
び
そ
の
導
入
に
努
め
る
も
の
と
し
、

そ
の
成
果
を
甲
に
連
絡
の
う
え
実
施
す
る
も
の
と
す

四
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（上）（中山）

る。

こ
の
協
定
実
施
に
伴
っ
て
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、

四

別
途
細
目
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
環
境
保
全
対
策
改
善
の
措
置
）

第

4
条
乙
は
、
環
境
影
牌
評
価
書
に
基
づ
く
環
境
保
全
対
策
を
講
じ
て
も

f
測
し
得
な
い
事
項
及
び

f
想
外
の
問
題
等
の
た
め
環
境
保
全
目
標
を
維

持
達
成
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
甲
と
協
議
の
う
え
、
環
境
保
全
対
策
改
善
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
じ
事
中
の
指
導
監
督
）

第

5
粂
乙
は
、
施
じ
企
業
に
対
し
て
環
境
保
全
に
つ
い
て
積
極
的
に
指
導
監
督
を
け
う
と
と
も
に
、

L“の
実
施
に
関
連
し
て
苫
情
苦
し
く
は
紛
争
等

が
生
じ
た
場
合
は
、
誠
意
を
も
っ
て
そ
の
処
理
に
廿
た
る
も
の
と
す
る
。

2

甲
は
、
前
項
の
処
理
に
背
た
っ
て
必
要
な
場
合
に
、
そ
の
調
幣
に
甘
た
る
も
の
と
す
る
。

（
細
目
協
定
）

第

6
条
、
甲
及
び
乙
は
、

（
そ
の
他
）

第

7
条

こ
の
協
定
に
定
め
の
な
い
事
項
、
疑
義
を
生
じ
た
事
項
若
し
く
は
変
更
を
要
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
甲
乙
協
議
し
て
こ
れ
を
定
め
る
も
の
と

す
る
。こ
の
協
定
締
結
を
証
す
る
た
め
、
本
書
七
通
を
作
成
し
甲
乙
記
名
押
印
の
う
え
各
自
そ
の
一
通
を
保
有
す
る
。

(61)
確
認
書
の
内
容
は
、
鯵
坂
学
・
磯
部
作
「
瀬
戸
大
橋
建
設
と
地
域
社
会
ー
島
し
ょ
部
の
調
査
を
中
心
に
ー
」
広
島
大
学
総
合
科
学
部
紀
要

II社
会
文
化
研

究
二
ニ
巻
（
一
九
八
七
年
）
二
三
七
頁
以
下
、
特
に
環
境
保
全
・
公
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
二
三
七
＼
二
三
八
、
二
四
一
＼
二
四
三
頁
に
よ
る
。
公
団
の

相
手
方
た
る
住
民
側
の
当
事
者
と
確
認
書
締
結
の
年
月
日
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
櫃
石
架
橋
対
策
議
会
・
一
九
八

0
年
三
月
一
三
日
、
岩
黒
自
治
会
・

：
九
八

0
年
―
―
一
月
ー
一
九
日
、
与
島
町
連
合
自
治
会
瀬
戸
大
橋
対
策
協
議
会
・
一
九
八
三
年

1

月
―
―
五
日
、
与
島
で
は
、
こ
れ
と
は
別
に
、
瀬
戸
大
橋
の
真

下
の
集
落
の
立
退
組
合
と
の
間
で
も
、
確
認
書
が
：
九
八

0
年
四
月
一
四
日
に
作
ら
れ
た
。

(62)
以
下
の
経
緯
は
、
鯵
坂
・
磯
部
・
前
掲
一
八
六
＼
一
九
五
頁
に
よ
る
。

(63)
次
の
報
告
書
と
対
応
策
が
そ
れ
で
あ
る
。
（
株
）
環
境
開
発
セ
ン
タ
ー
『
瀬
戸
大
橋
架
橋
地
域
開
発
計
画
調
査
報
告
書
』
（
一
九
七
五
年
）
、
同
『
瀬
戸
大

橋
に
伴
う
基
幹
施
設
調
査
報
告
書
』
(
-
九
七
七
年
）
、
（
財
）
日
本
シ
ス
テ
ム
開
発
研
究
所
『
瀬
戸
大
橋
架
橋
が
坂
出
市
に
及
ぽ
す
彰
響
と
対
応
策
ー
経

済
社
会
の
影
響
調
査
ー
』
(
-
九
七
七
年
）
、
同
『
瀬
戸
大
橋
架
橋
の
坂
出
市
に
及
ぽ
す
影
響
予
測
と
こ
れ
に
伴
う
土
地
利
用
構
想
』
(
-
九
七
七
年
）
、
坂

出
市
「
瀬
戸
大
橋
架
橋
に
と
も
な
う
対
応
策
（
基
幹
施
設
の
整
備
）
」
。

9-1-43 （香法'89)



（ア） (2) 

瀬
戸
内
海
の
自
然
景
観
を
、
公
団
は

自
然
景
観
へ
の
影
脚
の
予
測
と
評
価

6
 

{
6
 

『
評
価
甚
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
把
握
し
た
。

そ
こ
で
、

法
に
変
更
し
た
こ
と
と
、
櫃
石
島
橋
と
岩
里
島
橋
を
、

軽
微
な
も
の
で
は
な
い
。

自
然
景
観
の
破
壊

(64)
香
川
県
瀬
戸
大
橋
架
設
推
進
香
川
県
協
議
会
『
瀬
戸
大
橋
の
あ
ら
ま
し
（
昭
和
六

0
年
度
）
』
「
八
＼
ご
九
頁
。

(65)

（
財
）
本
州
四
国
連
絡
橋
自
然
環
境
保
全
基
金
「
豊
か
な
自
然
環
境
を
め
ざ
し
て
」
（
一
九
八
/
年
)
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
。

自
然
景
観
の
破
壊
と
保
全
対
策

ー完
成
し
た
瀬
戸
大
橋
は
、
国
立
公
面
に
も
指
定
さ
れ
た
備
讃
瀬
戸
の
優
れ
た
多
島
海
景
観
の
芙
し
さ
を
、

よ
っ
て
損
な
っ
て
い
る
。
—
ニ
ッf
島
な
ど
個
別
の
芙
し
い
景
観
も
、
各
所
で
損
な
わ
れ
た
。

し
か
し
、
既
述
の
景
観
保
全
計
画
な
ど
に
よ
っ
て
、
自
然
景
観
を
で
き
る
だ
け
保
全
す
る
と
と
も
に
、
人
工
芙
を
創
出
し
、

然
景
観
と
の
調
和
を
図
る
努
力
は
、
実
際
に
な
さ
れ
て
き
た
。
倉
敷
市
霰
羽
山
地
区
の
~
法
を
オ
ー
プ
ン
カ
ッ
ト
上
法
か
ら
ト
ン
ネ
ル
エ

ト
ラ
ス
橋
の
予
定
か
ら
斜
張
橋
に
変
更
し
た
こ
と
が
、

こ
の
翌
羽
山
地
区
の

I
法
と
橋
梁
刑
式
の
計
画
案
の
変
更
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
瀬
戸
大
橋
に
よ
る
自
然
景
観
へ
の
影
縛

を
、
公
団
が
ど
の
よ
う
に
予
測
し
評
価
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

め
に
ど
の
よ
う
な
力
又
は
制
度
が
働
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

そ
れ
と
は
異
質
な
直
線
型
に

そ
の
代
表
例
で
あ
る
。

ま
た
、
計
画
案
が
変
更
さ
れ
た
経
緯
を
整
理
し
、

そ
れ
と
自

そ
の
変
更
の
た

こ
の
よ
う
な
自
然
景
観
の
破
壊
は
、
決
し
て

四
四
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（い（中山）

ど
め
、

ま
た
地
域
へ
の
利
便
性
の
向
上
、
文
化
財
の
保
護
等
を
図
れ
る
」
。

当
た
る

f
津
井
地
区
＼
櫃
石
島
間
で
は
、
保
安
林
、
鳥
獣
保
護
区
、
国
立
公
圏
特
別
地
域
な
ど
の
指
定
が
な
さ
れ
て
い
る
地
域
を
通
る
の

で
あ
り
、
鷲
羽
山
地
区
の
国
立
公
園
特
別
地
域
の
西
端
を
か
す
め
る
（
図
9
参
照
）
。

よ
り
西
側
に
設
け
ら
れ
た
他
の
一
二
つ
の
比
較
路
線
を
抑
え
て
実
施
計
画
路
線
に
選
定
さ
れ
た
の
は
、
次
の
理
由
で
最
適
と
考
え
ら
れ
た
た

め
で
あ
る
。

「
鷲
羽
山
ル
ー
ト
は
人
家
密
集
地
域
を
避
け
る
た
め
に
」
、
「
路
線
通
過
に
伴
う
地
域
分
断
が
最
も
少
な
く
、
環
境
の
劣
化
を
最
小
限
に
と

鷲
羽
山
地
区
の
エ
法
に
は
、

『
評
価
書
』
作
成
の
段
階
で
、
公
団
は
オ
ー
プ
ン
カ
ッ
ト
エ
法
を
採
用
し
て
い
た
。
そ
の
採
用
は
、
「
ト
ン

（イ）

(a) 

「
瀬
戸
内
海
を
総
体
的
に
見
れ
ば
、
内
海
多
島
海
景
観
と
し
て
日
本
的
な
褐
れ
た
自
然
の
風
景
を
感
得
で
き
る
。
し
か
し
瀬
戸
内
海
沿
岸
、

島
し
ょ
は
地
理
的
に
極
め
て
開
発
さ
れ
や
す
い
条
件
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
早
く
か
ら
人
が
住
み
つ
い
た
地
域
で
あ
り
、
漁
業
と
農
業
を

主
と
す
る

t
地
利
用
に
よ
り
、
長
い
歴
史
を
経
て
独
得
の
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

た
漁
山
村
の
集
落
景
観
が
地
形
条
件
の
良
好
な
海
岸
部
に
発
達
し
て
い
る
ほ
か
、
近
代
的
な
鉱
［
槃
に
よ
る
産
業
景
観
さ
え
も
散
見
さ
れ

瀬
戸
大
橋
の
ル
ー
ト
で
、
「
海
峡
部
は
、
景
観
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
最
も
重
要
な
地
域
で
あ
る
」
。
「
個
々
の
島
の
資
質
（
島
の
自
然
性
、

屈
曲
度
等
）

。

る―

四
五

か
な
り
人

L
的
要
素
の
多
く
加
わ
っ

は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
が
、
島
々
の
配
置
、
背
景
等
に
優
れ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
優
れ
た
多
島
海
景
観
を
呈
し
て
い
る
。

鷲
羽
山
等
か
ら
の
景
観
は
、
島
の
分
布
範
囲
の
大
き
さ
、
配
置
、
大
き
さ
の
変
化
、
前
景
、
背
景
等
に
お
い
て
多
島
景
に
と
っ
て
必
要
と

思
わ
れ
る
要
件
を
、

そ
つ
な
く
備
え
て
お
り
、

日
本
の
代
表
的
多
島
景
の
一
っ
と
い
っ
て
誤
り
な
い
。

島
の
資
質
等
は
、
悪
化
の
方
向
を
た
ど
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
。

瀬
戸
大
橋
は
、
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
の
海
峡
部
を
ま
た
ぐ
。

し
か
し
、
背
景
、
前
景
、
個
々
の

し
か
も
、
道
路
鉄
道
共
用
部
の
北
端
に

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
鷲
羽
山
ル
ー
ト
が
、

9-1-45 （香法'89)
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（上）（中山）

ま
ず
、
景
観
を
眺
め
る
た
め
に
来
る
人
々
が
主
要
な
展
望
地
点
か
ら
眺
め
る
景
観
へ
の
影
響
を
中
心
に
、
次
の
よ
う
に
考
察
し
た
。

本
地
域
の
多
島
海
景
観
の
よ
さ
を
最
高
に
ひ
き
出
し
う
る
の
は
、
鷲
羽
山
等
の
限
ら
れ
た
視
点
で
あ
る
が
、
計
画
し
て
い
る
橋
梁
群
は
、

本
地
域
の
景
観
を
構
成
す
る
自
然
要
素
に
匹
敵
し
う
る
大
き
さ
と
形
状
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
本
地
域
の
多
島
景
観
を
変
え
る
こ
と
に
な

る。 ネ
ル
エ
法
、

(68) 

っ
た
。

カ
ル
バ
ー
ト
エ
法
等
の
エ
法
」
を
も
考
え
た
上
で
、
「
地
形
地
質
そ
の
他
の
諸
条
件
を
考
慮
し
て
比
較
検
討
し
」
た
結
果
で
あ

ト
ン
ネ
ル
エ
法
を
採
用
し
な
か
っ
た
の
は
、
い
わ
ば
技
術
的
理
由
に
よ
る
。
「
ト
ン
ネ
ル
案
は
掘
削
断
面
の
大
き
さ
、
地
質
条
件
等
を
勘
(69) 

案
す
る
と
、
従
来
の
道
路
、
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
の
経
験
を
こ
え
た
領
域
に
あ
り
、
設
計
施
工
上
多
く
の
困
難
が
あ
る
」
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

(70) 

⑮
倉
敷
市
の
下
津
井
か
ら
坂
出
市
の
番
ノ
州
ま
で
の
橋
梁
部
分
の
橋
梁
型
式
を
、
公
団
は
次
の
よ
う
に
選
定
し
た
。

「
ま
ず
、
下
津
井
ー
櫃
石
島
間
及
び
与
島
ー
番
ノ
州
間
は
海
底
地
形
、
航
路
等
の
関
係
か
ら
ス
パ
ン
が
長
く
な
り
吊
橋
以
外
の
型
式
は
実

現
性
が
な
い
。
次
に
島
内
及
び
番
ノ
州
に
つ
い
て
は
経
済
性
、
応
用
の
し
や
す
さ

四
七

「
橋
梁
型
式
に
お
い
て
や
や
巾
の
あ
る
代
替
案
が
考
え
ら
れ
る
の
は
地
形
条
件
な
ど
か
ら
考
え
て
櫃
石
島
—
与
島
間
の
海
を
ま
た
ぐ
部

分
で
あ
る
。
結
果
的
に
は
櫃
石
島
橋
…
…
及
び
岩
黒
島
橋
…
…
は
弦
材
を
上
下
に
開
い
た
カ
ン
チ
レ
バ
ー
ト
ラ
ス
橋
案
を
採
用
す
る
こ
と

と
な
り
、
与
島
橋
…
…
は
上
弦
材
の
水
平
な
連
続
ト
ラ
ス
を
採
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
」
（
図
10
参
照
）
。
こ
の
よ
う
に
、
『
評
価
書
』
作
成

の
段
階
で
は
、
櫃
石
島
橋
と
岩
黒
島
橋
は
ト
ラ
ス
橋
に
さ
れ
る
計
画
で
あ
っ
た
。

り
①
計
画
案
が
景
観
に
与
え
る
影
響
や
対
策
の
検
討
を
、
公
団
は
、
主
と
し
て
海
峡
部
で
橋
梁
が
見
え
る
範
囲
を
対
象
に
し
て
行

な
っ
た
。
海
峡
部
は
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
、
橋
梁
と
い
う
、
大
き
く
か
つ
目
立
つ
構
造
物
が
つ
く
ら
れ
る
た
め
で
あ

橋
型
式
が
採
用
さ
れ
」
た
。

（
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
の
取
り
つ
け
等
）
等
か
ら
主
に
高
架

9-1-47 （香法'89)
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（上）（中山）

り
、
そ
れ
ら
の
視
点
か
ら
の
景
観
変
化
が
大
き
い
。
特
に
野
羽
山
か
ら
の
多
島
海
景
観
の
価
値
は
低
下
し
、
本
島
と
丸
亀
・
ド
津
井
航
路

そ
れ
に
対
し
、
倉
敷
と
玉
野
の
両
市
に
ま
た
が
る

E
f
ヶ
岳
、
宇
多
津
町
・
坂
出
市
い
聖
通
ザ
山
及
び
五
色
台
か
ら
は
、
遠
景
に
な
り
、

又
は
番
ノ
州
工
場
群
が
既
に
存
在
す
る
た
め
、
著
し
く
改
変
さ
れ
た
と
い
う
印
象
は
う
す
い
。

他
面
、
橋
梁
と
い
う
新
た
な
人
［
要
素
を
肯
定
し
て
、
架
橋
後
の
本
地
域
の
讃
観
を
、
人

r要
素
い
支
配
的
な
娯
観
と
し
て
認
め
る
立

場
に
立
つ
な
ら
、
架
橋
後
の
景
観
が
、
そ
れ
な
り
に
優
れ
た
も
の
に
な
る

PJ
能
性
が
あ
る
こ
と
は
予
測
で
き
る
。
と
も
あ
れ
、
「
現
景
観
は

変
化
し
、
主
題
が
多
島
海
景
観
か
ら
橋
梁
景
観
に
変
わ
る
と
考
え
ら
れ
」
、
「
で
き
る
限
り
景
観
卜
の
配
慮
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新

た
な
価
値
あ
る
景
観
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
」

第
一
一
に
、
「
橋
梁
の
直
近
に
住
む
人
々
を
対
象
と
し
た
景
観
影
脚
及
び
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
景
観
へ
の
影
響
」
を
考
察
し
た
。

重
大
な
の
は
、
鷲
羽
山
の
一
部
の
改
変
で
あ
る
。
そ
の
西
側
の
下
津
井
城
跡
等
か
ら
は
、
鷲
羽
山
の
開
削
部
の
か
な
り
大
き
な
法
面
を

見
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
「
法
面
等
の
扱
い
に
景
観

t
の
配
慮
を
十
分
加
え
る
な
ど
、

聖
通
寺
山
に
つ
い
て
も
、
高
架
橋
等
が
山
麓
を
通
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
「
構
造
物
周
辺
の
修
景
等
に
配
慮
し
て
、
影
響
を
軽
減
し
た
い
」

の
調
和
を
考
え
て
、

と
、
公
団
は
言
う
。

で
き
る
だ
け
の
対
策
を
行
い
た
い
」
と
公
団

橋
梁
型
式
に
対
す
る
景
観
上
の
検
討
は
、
主
と
し
て
鷲
羽
山
を
視
点
に
し
、
連
続
す
る
橋
相
互
の
関
係
を
含
め
て
周
囲
の
風
景
と

(72) 

や
や
巾
の
あ
る
代
替
橋
梁
案
が
考
え
ら
れ
る
櫃
石
島
橋
、
岩
黒
島
橋
及
び
与
島
橋
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
た
。

延
長
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
両
端
に
高
く
そ
び
え
る
下
津
井
瀬
戸
と
備
讃
瀬
戸
の
「
吊
橋
の
塔
と
、

と
、
公
団
は
い
う
。

、
｀
~b
 
（
 

。

ぷノ

、Aし
ょ
9

1

 
か
ら
の
景
観
の
変
化
の
印
象
は
強
い
。

四
九

ゆ
る
や
か
な
し
か
も
緊
張
し
た
ケ
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(7) (3) 
上
の
問
題
も
少
な
い
た
め
、
上
弦
材
の
水
平
な
連
続
ト
ラ
ス
橋
と
し
た
」
。

決
し
難
い
と
い
う
。

ー
ブ
ル
の
曲
線
は
こ
れ
に
ア
ク
セ
ン
ト
と
リ
ズ
ム
を
与
え
、

あ
る
現
案
の
櫃
石
島
橋
、
岩
黒
島
橋
が
ル
ー
ト
全
体
の
リ
ズ
ム
と
ア
ク
セ
ン
ト
を
完
成
す
る
」
。
こ
の
二
橋
の
型
式
に
つ
い
て
は
、
吊
橋
、

現
案
の
カ
ン
チ
レ
バ
ー
ト
ラ
ス
橋
（
二
橋
）

ト
ラ
ス
橋
（
連
続
ト
ラ
ス
、
カ
ン
チ
レ
バ
ー
ト
ラ
ス
、
弦
材
位
置
の
変
化
等
あ
り
）
、
ア
ー
チ
橋
、
斜
張
橋
等
が
考
え
ら
れ
る
（
図
10
参
照
）
。

そ
の
う
ち
、
斜
張
橋
の
「
型
式
を
と
れ
ば
水
平
線
の
連
続
性
は
保
た
れ
軽
快
さ
も
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
全
体
の
景
観
を
み
た
場
合
、

は
、
中
景
領
域
に
あ
り
、
景
観
的
に
斜
張
橋
と
あ
ま
り
大
き
な
優
劣
は
な
い
よ
う
に
み
え
る

の
で
実
績
が
あ
り
、
技
術
的
に
優
位
な
現
案
を
採
用
し
た
」

に
わ
か
に
優
劣
を

こ
の
両
吊
橋
の
ほ
ぽ
中
央
で
し
か
も
両
吊
橋
か
ら
あ
る
程
度
離
れ
た
位
置
に

と
公
団
は
い
う
。

ま
た
、
航
路
あ
る
い
は
本
島
等
を
視
点
と
し
た
（
中
近
景
と
な
る
）
場
合
は
、
二
橋
が
印
象
強
く
迫
っ
て
き
、
個
々
の
橋
の
美
し
さ
（
と

固
囲
の
関
係
）
等
が
中
心
課
題
と
な
る
が
、

景
観
保
全
対
策

そ
れ
ぞ
れ
の
型
式
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
芙
的
特
質
を
持
っ
て
お
り
、

そ
れ
に
対
し
、
「
与
島
橋
は
、
与
島
の
崖
と
羽
佐
島
の
間
の
橋
で
、
平
面
線
形
に

S
字
曲
線
が
入
っ
て
お
り
、
上
路
橋
が
望
ま
し
く
景
観

『
評
価
書
』
に
記
載
さ
れ
た
以
上
の
予
測
と
評
価
（
三
②
）
は
、
『
評
価
書
案
』
に
対
す
る
地
域
住
民
と
行
政
機
関
の
意
見
に
応
え

(73) 

て
、
補
完
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
公
団
の
景
観
保
全
対
策
は
、
一
般
的
に
景
観
保
全
計
画
と
し
て
示
さ
れ
（
一
ふ
以
口
）
、
前
記
の
予
測
と
評

価
で
も
そ
の
一
部
が
示
さ
れ
た
（
三
ゆ
臼
①
）
。
公
団
は
、
さ
ら
に
意
見
に
対
す
る
見
解
と
い
う
形
で
、
景
観
保
全
対
策
に
つ
い
て
『
評
価

書
』
に
次
の
よ
う
に
記
述
し
た
。

「
本
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
今
後
と
も
、
構
造
、
外
部
仕
上
げ
、
色
彩
、
修
景
等
に
つ
い
て
、
景
観
面
か
ら
の
検
討
を
続
け
て
い
き

た
い
」
。
「
景
観
維
持
及
び
修
景
の
方
針
に
つ
い
て
は
評
価
書
に
記
載
し
て
い
る
」
が
、
「
詳
細
に
つ
い
て
は
、

工
事
期
間
が
長
い
の
で
、
地

五
〇

9-1-50 (香法'89)



瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（上）（中山）

羽
山
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、

作
物
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
自
然
公
園
法
四

0
粂
二
唄
に
よ
っ
て
、
環
境
庁
長
官
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
協
議
に
つ
い
て
一
九
七
八
年
九
月
二
九
日
付
で
出
さ
れ
た
回
答
に
よ
っ
て
、
公
団
は
、
鷲
羽
山
地
区
の
オ
ー
プ
ン
カ
ッ
ト
部
分
と

櫃
石
島
橋
・
岩
黒
島
橋
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。

「
鷲
羽
山
地
区
の
オ
ー
プ
ン
カ
ッ
ト
部
分
に
つ
い
て
は
、
技
術
的
に
不
可
能
で
な
い
限
り
、
ト
ン
ネ
ル
エ
法
に
よ
り
施
行
す
る
こ
と
と
し
、

そ
の
施
行
内
容
に
つ
い
て
は
、
別
途
協
議
す
る
こ
と
」
。

「
櫃
石
島
橋
及
び
岩
黒
島
橋
に
つ
い
て
は
、
技
術
的
に
不
可
能
で
な
い
限
り
、
斜
張
橋
と
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
施
行
内
容
に
つ
い
て
は
、

別
途
協
議
す
る
こ
と
」
。

⑮
ま
た
、
下
津
井
鷲
羽
山
は
名
勝
で
あ
る
た
め
、

許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
。

許
可
は
、
前
記
の
環
境
庁
長
官
の
回
答
に
先
立
つ
九
月
―
一
日
の
日
付
で
出
さ
れ
て
い
た
が
、

鷲
羽
山
地
区
に
ト
ン
ネ
ル
エ
法
が
採
用
さ
れ
、
櫃
石
島
橋
と
岩
黒
島
橋
が
斜
張
橋
に
な
っ
た
の
は
、

状
変
更
は
「
技
術
的
に
不
可
能
で
な
い
限
り
隧
道
と
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
た
。
そ
の
規
模
・
エ
法
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
文

化
庁
及
び
岡
山
県
教
育
委
員
会
と
連
絡
を
保
ち
、
必
要
事
項
を
別
途
協
議
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

ゥ （イ）

(a) 

元
関
係
機
関
等
と
の
調
整
が
必
要
な
た
め
、
順
次
具
体
化
し
て
い
き
た
い
」
。

五

「
国
立
公
園
の
区
域
内
に
お
い
て
本
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
環
境
庁
の
指
導
を
受
け
て
対
処
し
て
い
る
」
。
「
鷲
羽
山
地
区
の

ト
ン
ネ
ル
案
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
技
術
的
検
討
を
続
け
た
い
」
。

国
立
公
蘭
の
区
域
内
に
お
け
る
事
業
実
施
に
つ
い
て
公
団
が
環
境
庁
の
指
導
を
受
け
る
の
は
、
国
立
公
菌
特
別
地
域
内
に
エ

そ
の
現
状
変
更
に
は
、
文
化
財
保
護
法
八

0
条
＿
項
に
よ
っ
て
、
文
化
庁
長
官
の

そ
こ
で
も
、
名
勝
下
津
井
鷲
羽
山
の
現

こ
れ
ら
の
結
果
で
あ
る
。
鷲

一
九
八
一
年
―
一
月
に
、
社
団
法
人
土
木
学
会
鷲
羽
山
ト
ン
ネ
ル
安
定
委
員
会
で
前
月
に
「
複
断
面
方
式
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定
的
に
定
ま
り
具
体
化
さ
れ
た
の
は
、

現
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
『
評
価
書
案
』
に
示
さ
れ
た
計
画
案
に
対
し
て
、
地
域
住
民
と
行
政
機
関
が
意
見
書
を
通
じ
て
強
く
異

そ
れ
を
受
け
て
国
の
行
政
機
関
が
協
議
回
答
又
は
手
続
で
計
画
案
を
変
更
す
べ
き
旨
の
条
件
を
付
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
実

建
設
工
事
の
着
手
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

！ ＼ 

I
O
 
r
 

.̂
1
・

L
 

(
6
6
)可
評
価
北
戸
い••1

六
、

·
_
-
.
0
貞
゜

(67)
『
評
価
書
』
六
九
＼
七

0
貞、

I

評
価
苫
資
料
編
ぃ

(
6
8
)喜
評
価
書
〗
じ
0
貞
。

(69)
冠
評
価
書
資
料
編
ー
．
四
＼
．．． 

百
頁
。
阿
部
浩
．．． 
口
と
廂
武
「
瀬
戸
大
橋
を
め
く
る
環
境
間
題
」

り
理
念
と
保
全
手
法
（
第
：
こ
分
冊
の
四
）
環
境
政
策
い
紐
合
的
評
価
・
検
詞
地
力
巾
例
報
告
。

1

じ
．
、

．．
 

ご

．．
 

貞゚

。
（
7
)
J
許
価
書
』

L
o

(
7
1
)『
評
価
書
い
'
'
0九
＼
1
•

こ
；
頁
。

^
 .. 
1・¥.1
二
四
頁
。

(72)
『
評
価
書
』

L

(73)
『
評
価
書
』
四
八
二
頁
参
照
。

(74)
『
評
価
書
』
四

I
i
o
l
四
ti.
＾
げ
頁
（
意
見
⑬
＼
⑬
、
及
び
そ
れ
に
対
す
る
見
解
）
。
意
見
と
見
解
に
は
、
自
然
景
観
．
般
と
餞
羽
山
地
区
の
景
観
に
関
す
る

も
の
の
ほ
か
に
、
．
’
-
ッ

f
島
、
聖
通
与
山
、
塩
釜
神
社
、
常
盤
公
園
の
景
観
保
持
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。

(75)
環
境
庁
長
官
「
瀬
戸
内
海
国
立
公
菌
特
別
地
域
内

L
作
物
の
新
築
協
議
に
つ
い
て
（
日
答
）
」
（
環
白
保
許
五
じ
じ
号
、
昭
和
五
；
・
年
九
月
．
斤
九
日
、

第
↓
-
建
設
局
長
あ
て
）
、
ー
、

2
。
こ
の
日
答
の
全
部
の
内
容
は
次
い
と
お
り
て
あ
る
c

「
昭
和
五
：

5,五
月
パ
日
付
け

1

．
建
．
第
．

0
号
て
白
然
公
菌
法
第
四

0
条
第
．
項
に
珪
づ
き
協
議
の
あ
っ
た
標
記
に
ゾ
い
て
は
、

守
す
る
の
で
あ
れ
は
、
巽
存
が
な
い
。

そ
の
変
更
の
条
件
は
、

議
を
唱
え
、

こ
の
よ
う
な
計
画
案
の
変
更
は
、

が
優
れ
て
い
る
」

と
い
う
報
告
が
な
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、

・り

「
技
術
的
に
不
可
能
で
な
い
限
り
」
と
い
う
留
保
付
き
で
あ
り
、
変
更
が
確

文
部
省
環
境
科
学
朽
別
研
究
」

1

昭
和
五
九
仕
度

（
／
几
八
五
年
）
：
．
九
貞
も
参
附
。

(77) 

こ
の
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
を
公
団
が
決
定
し
た
。

五

公
団

下
記
の
事
項
を
遵

環
境
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瀬戸大橋に閉する環境法!・.む諸間題 (u(中山）

五

駐
車
場
等
を
幣
備
す
る
こ
と
。

自
然
環
境
保
全
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
用
地
に
つ

ーし

ー
、
野
羽
山
地
区
い
オ
ー
プ
ン
カ
ッ
ト
部
分
に
つ
い
て
は
、
技
術
的
に
が
llJ
能
て
な
い
限
り
、
ト
ン
ネ
ル

L
法
に
よ
り
施
行
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
施
行

内
容
に
つ
い
て
は
、
別
途
協
議
す
る
こ
と
。

2
、
隕
い
島
橋
及
び
岩
甲
、
島
橋
に
つ
い
て
は
、
技
術
的
に
ト
llJ
能
で
な
い
限
り
、
斜
張
橋
と
ず
る
こ
と
と
し
、
そ
り
施
行
内
容
に

□

い
て
は
、
別
途
協
議

す
る
こ
と
。

3
、
橋
梁
い
照
明
に
つ
い
て
は
、
白
然
と
い
調
和
と
い
う
観
占
‘
か
ら
交
通
安
令
い
確
保

1
必
要
な
範
団
い
み
に
お
い
て
設
計
、
施
行
す
る
こ
と
。

4

、
~
巾
い

t
施
に
平
ーf
)
て
は
、
次
い
諸
I
j
l
い
に
J
y
J
m

畠
T
j
る
こ
と
い

山

仮

r竹
物
い
設
置
は
、
必
要
最
小
限
こ
ピ
ビ
め
、
極
り
現
状
い
変
史
を
東
ざ
な
い
よ
う
努
め
る
こ
ピ
。

ま
た
、
あ
ら
か
し
め
中
ー
庁
に
息
見
を
求
め
た
卜
、
ー
作
業
心
得
ー
を
定
め
作
業
従
巾
者
に
こ
れ
を
遵
訂
さ
せ
る
こ
と
。

心
橋
脚
及
び
橋
台
い
ー
巾
に
打
た
っ
て
は
、
掘
削
に
よ
る
濁
水
が
洵
に
流
出

t
る
こ
と
い
な
い
よ
う
必
要
な
防
止
措
憤
を
溝

f
る
こ
と
。

（
橋
梁
卜
部
の
色
彩
並
び
に
橋
脚
及
び
橋
台
い
外
部
仕
卜
げ
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
刈
庁
に
息
見
を
求
め
た

t
、
決
定
す
る
こ
と
。

中
公
園
利
用
者
り
女
令
確
保
等
公
園
利
用

t
支
障
を
生
ず
る
こ
と
か
な
い
よ
う
措
置
す
る
こ
と
。

⑤

L
巾
の
実
施
に
伴
い
自
然
環
境
に
仔
え
る
影
粋
に
つ
い
て
、
随
時
調
介
を
打
い
、
必
要
に
応
じ
中
ー
庁
に
連
絡
協
議
す
る
と
と
も
に
所
要
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

5
、

L
事
完
，
J
後
は
、
特
に
次
の
諸
点
に
配
慮

o
t、
固
辺
の
風
致
景
観
と
の
均
衡
を
十
分
若
慮
し
た
修
景
緑
化
を
行
う
こ
と
。

①
橋
脚
及
び
橋
台
の
周
間
は
、
現
地
床
梢
物
い
植
栽
，
」
よ
り
修
燿

r
る
こ
ピ
。

図
付
替
道
路
、
じ
事
用
道
路
、
作
薬
ヤ
ー
ド
等
の
［
巾
に
よ
り
生
じ
た
裸
地
は
、
植
栽
等
に
よ
り
修
景
緑
化
す
る
こ
と
。

③
仮
締
切
堤
、
電
力
設
備
、
作
哭
足
場
、

4L
事
用
棧
橋
等
い
仮

L
作
物
は
、
じ
巾
完
［
後
直
ち
に
撤
去
し
、
跡
地
は
風
致
の
保
護

t
支
障
い
な
い
よ

う
幣
理
す
る
と
と
も
に
、
裸
地
部
分
は
、
植
栽
等
に
よ
り
修
景
緑
化
す
る
こ
と
。

6
、

T
事
に
伴
い
損
傷
又
は
泊
滅
す
る
公
濯
利
用
施
設
に
つ
い
て
は
、
補
條
を
行
い
、
又
は
代
替
施
設
を
整
備
ず
る
こ
と
。

7
、
鷲
羽
山
地

IX
に
お
い
て
は
、
公
園
利
用
り
増
大
傾
向
に
か
ん
が
み
、
そ
JJ
利
用
り
適
正
化
を
図
る
た
め
、
道
路
、

な
お
、
そ
の
位
置
、
規
模
等
施
行
内
容
応
つ
い
て
は
、
別
途
甘
庁
に
連
絡
協
議
す
る
こ
と
。

8
、
島
嶼
部
（
隕
石
島
、
岩
里
島
、
羽
佐
島
及
び
与
島
）
の
事
鞄
用
地
の
確
保
に
際
し
て
は
、

い
て
は
、
修
景
緑
化
に
舘
め
る
こ
と
。
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(76) 

(77) 

あ
ら
か
じ
め
当
庁
に
意
見
を
求
め
た
上
、

9
、
工
事
の
実
施
に
伴
う
骨
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

環
境
保
全
上
遺
憾
の
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

10
、
工
事
の
着
手
段
階
よ
り
完
成
に
至
る
ま
で
の
間
、
環
境
保
全
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
、
随
時
当
庁
に
連
絡
協
議
し
、
遺
憾
の
な
い
よ
う

配
慮
す
る
こ
と
。

11
、
供
用
開
始
後
に
お
け
る
橋
梁
、
道
路
及
び
そ
の
周
辺
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
自
然
環
境
の
保
全
に
十
分
配
慮
し
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

な
お
、
国
立
公
固
区
域
外
に
設
け
ら
れ
る
道
路
及
び
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
も
、
自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

遮
音
壁
に
つ
い
て
は
、
風
致
上
適
切
に
配
慮
し
、
更
に
航
行
安
全
に
つ
い
て
も
、
慎
璽
に
対
処
さ
れ
た
い
。

お
っ
て
、
関
係
地
方
公
共
団
体
か
ら
要
望
が
あ
る
場
合
に
は
、
歩
道
を
併
す
る
こ
と
を
検
討
さ
れ
た
い
。
」

文
化
庁
長
官
、
委
保
第
四
の
七
八
八
号
（
昭
和
五
三
年
九
月
一
一
日
、
公
団
第
二
建
設
局
長
あ
て
）
。
そ
の
全
部
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
昭
和
五
三
年
五
月
二
三
日
付
け
二
計
第
六
五
号
で
申
請
の
名
勝
下
津
井
鷲
羽
山
の
現
状
変
更
（
本
四
連
絡
橋
工
事
）
を
下
記
の
条
件
を
付
し
て
文
化

財
保
護
法
（
昭
和
二
五
年
法
律
：
↓
四
号
）
第
八

0
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
ま
す
。
」

技
術
的
に
不
可
能
で
な
い
限
り
隧
逍
と
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
場
合
、
以

F
の
②
か
ら
④
に
従
う
こ
と
。

工
作
物
の
規
模
は
必
要
最
小
限
度
に
と
ど
め
る
こ
と
と
し
、
そ
の
形
状
・
色
彩
は
景
観
と
調
和
す
る
よ
う
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

工
事
に
よ
っ
て
生
じ
た
裸
地
の
緑
化
そ
の
他
の
保
全
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
は
万
全
を
期
す
る
こ
と
。

工
事
施
工
中
及
び
完
了
後
に
お
い
て
、
当
庁
又
は
岡
山
県
教
育
委
員
会
が
本
件
名
勝
の
保
護
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
に
つ
い
て
指
示
等
を
行
っ

た
場
合
に
は
こ
れ
に
従
う
こ
と
。

現
状
変
更
の
規
模
及
び
工
法
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
特
に
前
記
①
の
点
に
つ
い
て
、
今
後
さ
ら
に
崎
庁
及
び
岡
山
県
教
育
委
員
会
と
連
絡
を
保
つ
こ
と

と
し
、
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
別
途
協
議
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。
」

阿
部
・
県
瀬
・
前
掲
一
↓
し
七
頁
表
1
参
照
。

（
未
完
）

工
事
請
負
業
者
と
「
骨
材
取
得
協
定
」
を
定
め
、
自
然

五
四
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